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〇開  議 

   午前９時開議 

◇議長（髙橋茂樹君） ただいまの出席議員は１３名であります。定足数に達しておりますので、こ

れより本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程は、あらかじめお手元に配付したとおりであります。 

                      ◇                   

〇日程第１ 一般質問 

◇議長（髙橋茂樹君） 日程第１、一般質問を行います。 

 昨日に引き続き、順次発言を許します。 

 初めに、１０番石川眞男議員の発言を許します。 

              〔１０番 石川眞男君登壇〕 

◇１０番（石川眞男君） おはようございます。きょう５人目の中の最初ということで、よろしくお

願いいたします。 

 今の社会は、１００年後の見通しどころではなく、１０年後さえ予測が難しい状況になっていると

私は思っています。ＩＴ、情報技術やＡＩ、人工知能ですか、これの開発、進化が予想を超えて進ん

でいます。そのことが人間社会にとって有用なことは間違いありません。一方、人工知能、ロボット

の導入により、既に銀行、工場などでは大量の人員削減の方針が出されています。この流れが全社会

に及んだとき、政府が国難とまで呼ぶ少子化、人口減少問題を、むしろ促進することになってしまう

のではないかと心配する向きも既にあります。 

 私は、人間とロボット、人工知能の役割分担、折り合いをつけることを軽んじていると、社会のあ

らゆる課題を人間より優秀な彼らの判断に委ねてしまいかねないという危惧を持っています。ふぞろ

いで未熟ではあるけれども、生身の人間たちが織りなす玉村町という社会、これは町はみんなで一緒

に生きる場所という観点から以下質問いたします。 

 まず、若者の投票行動を鍛える上で子ども議会の有用性をお伺いします。１８歳以上から投票権行

使ができるようになりましたが、若者の投票率は極めて低い状況にあります。教育の政治的中立性と

いう言葉に縛られて、学校現場では「政治」に踏み込めないようですが、若者こそが政治の恩恵も被

害を受ける当事者であることを考えると、この夏に実施した子ども議会は、町のことに広く深く関心

を持つという意味で意義あることだと考えます。今後も継続する考えはあるでしょうか。また、町と

してどのような対応を考えているか、お伺いいたします。 

 ２番目、有期雇用から無期雇用への転換促進を図っていただきたい、そういう質問です。労働契約

法の改正により、有期契約労働者の５年を超える雇用契約について、本人の希望により無期雇用への

転換が義務づけられました。来年４月から適用されるケースが生じるわけですが、このルール等の使

用者及び労働者への周知及び相談窓口の対応強化を図る必要があります。 
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 １、意欲と能力のある労働者を安定的に確保しやすくなる。長期的な人材活用戦略を立てやすくな

るなど、会社にとっても労働者にとっても意義ある無期雇用への転換は安定雇用として町にも恩恵を

もたらすと考えるが、キャリアアップ助成金等の支援策も含め、企業、非正規労働者に周知する具体

的方策をお伺いいたします。 

 ２、労働契約法は、公務員には適用されません。地方公務員法及び地方自治法の一部が改正され、

採用根拠が明確になります。これを踏まえ、臨時、嘱託職員の処遇対応を総合的な観点から改善する

必要があると考えますが、いかがでしょうか。 

 ３つ目の質問として、町内道路に関する要望とそれへの対応についてお伺いします。町内道路に関

する要望を何人かの人から聞いていますが、町全体ではどれほどの要望が出ていて、またそれに対す

るどのような対応をしているか、お伺いします。 

 そして、最後、ＪＡしばね支店跡地の取得はどのようなところまで進んでいるか、お尋ねします。

芝根地区の区長から、ＪＡしばね支店跡地を公共性ある用途として町が取得してほしいという要望が

かねてから出されています。町は支店跡地取得に向け、測量・鑑定費を予算化しましたが、現在どこ

まで進んでいるか、お伺いいたします。よろしくお願いします。 

◇議長（髙橋茂樹君） 町長。 

              〔町長 角田紘二君登壇〕 

◇町長（角田紘二君） 石川眞男議員の質問にお答えいたします。 

 子ども議会の有用性に関する質問につきましては、後ほど教育長及び選挙管理委員会書記長からお

答えいたします。 

 初めに、有期雇用から無期雇用への転換促進を図れのご質問にお答えいたします。ご承知のとおり

労働契約法の改正により、有期契約労働者の５年を超える雇用契約については、労働者の申し込みに

より、無期労働契約に転換できるものです。こうした無期労働契約への転換、雇いどめの法理の法制

化、不合理な労働条件の禁止などが主な改正ポイントとして認識しています。 

 １のご質問につきましては、まずキャリアアップ助成金等の支援策ですが、群馬労働局雇用環境・

均等室及びハローワークが窓口となり、対応しております。町といたしましては、そうした支援策や

相談窓口情報を町内の企業や労働者に対して十分に周知されるよう、国の機関と連携を図りながら、

ホームページに掲載するなど広報活動に取り組んでいきたいと考えております。 

 次に、臨時、嘱託職員の処遇対応を総合的な観点から改善する必要があるとのご質問についてお答

えいたします。地方公務員法等の一部が改正され、新たに会計年度任用職員制度が創設され、任用、

服務規律等の整備を図ることになります。新たに制度化された会計年度任用職員には、改正後の地方

公務員法上、一般職に適用される各規定が適用されることとなります。具体的には、服務に関する規

定において、服務の宣誓、信用失墜行為の禁止、職務に専念する義務、政治的行為の制限等が適用さ

れ、懲戒処分等の対象になります。このほか、勤務時間及び休暇、健康診断、研修、社会保険及び労
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働保険、人事評価等についても適切に取り扱う必要があります。 

 これらのことを踏まえて、現在、国から示されているマニュアルと今後の国からの情報を参考にし

ながら、現在の規則と照らし合わせ、総合的に判断しながら処遇改善に努めていければと考えており

ます。 

 次に、町内道路に関する要望とそれへの対応についてお答えいたします。要望には区長からの要望

と住民からの直接要望がございます。昨年度の件数は両方で１９２件あり、今年度は１１月中旬時点

で９２件ありました。対応状況としては、全体の約４割が対処済み、残りの６割は未対処となってい

ます。未対処の内訳は、予算や事業的規模等などの理由のものが半分、公共性や危険性などが低いも

のが半分です。今後も安全性と緊急性に配慮しながら、公平・公正に対処してまいります。 

 次に、ＪＡしばね支店跡地の取得はどのようなところまで進んでいるかについてお答えいたします。 

 今年度の当初予算として、測量及び土地鑑定費を委託料に計上いたしましたが、まだ予算は執行し

ておりません。跡地の活用については、地元からの請願及び勤労者センターの代替施設としての活用

等、さまざまな可能性を検討いたしましたが、この事業には多額の費用を投入することが想定され、

町の財政状況を勘案しますと、有効活用策を見出せていない状況でございます。 

 以上でございます。 

◇議長（髙橋茂樹君） 教育長。 

              〔教育長 新井道憲君登壇〕 

◇教育長（新井道憲君） 子ども議会の有用性についてお答え申し上げます。 

 石川議員さんご指摘のとおり、この夏に町制施行６０周年記念行事として実施した子ども議会は、

子供たちが今、暮らしている町のことについて広く深く関心を持つという意味で大変意義のあったも

のと考えているところであります。 

 初めに、今回実施した子ども議会の目的につきましては、これからの玉村町を担う子供たちが玉村

町の未来について考え、日ごろから疑問に思うことやこうしてほしいということを質問や提案するこ

とを通しまして、子供が生活している身近な町の課題や取り組みに気づき、自分たちの町を自分たち

の力でよりよくしていこうという気持ちを育てることでありました。そして、今、自分たちが生活し

ている玉村町への思いをたくさんの人にわかってもらうことでありました。 

 今回参加した子ども議会議員の子供たちは、子ども議会を開催するに当たって、議会事務局担当者

に議会の仕組みや役割等についての説明をしていただいたり、実際に行われている玉村町議会の一般

質問の様子を見学させていただいたりしながら、議会の仕組みや町の取り組みについての関心を高め

てきました。 

 その成果としましては、子供一人一人が子ども議会に向けて、「未来の玉村町をよりよくするため

に」のスローガンのもと、玉村町の課題について考え、質問要旨を作成し、自分の言葉でしっかりと

質問をし、そしてその子供たちの質問に対し、関係各課の課長の皆様が真摯に答弁してくださったこ
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とで、これまで他人事のように感じていた議会や町の取り組みを身近に感じたとともに、自分の暮ら

している玉村町を「自分たちの力」でよりよくしていこうという思いを持つことができたことと思い

ます。 

 今後につきましては、学校における社会科等の授業で議会や政治の仕組みについての学習を行うと

ともに、子供が身近な町の様子に気づき、課題を見つけ、それをいかに解決すべきかを考える場を設

定することで、より政治を身近に感じられるようにしていきたいと考えます。これからの玉村町を担

っていく子供たちが、自分の町を自分たちの力でよりよくしていこうとする主権者としての責任をし

っかりと果たせるよう、今年度実施した子ども議会をさらに工夫・改善し、来年度以降も継続、実施

していきたいと考えているところであります。 

 町といたしましても、これからも玉村町を担っていく子供たちが政治への関心を高め、住んでよか

ったと言われる玉村町を築いていく素地を醸成できるよう全面的に支援していきたいと考えていると

ころであります。 

◇議長（髙橋茂樹君） 選挙管理委員会書記長。 

              〔選挙管理委員会書記長 萩原正人君登壇〕 

◇選挙管理委員会書記長（萩原正人君） 続きまして、選挙管理委員会の立場からお答えします。 

 若者の投票率の向上は全国的な課題となっており、各選挙管理委員会においても取り組みを進めて

おります。特に選挙権が１８歳に引き下げられたのを契機に、若者を対象とした啓発に力を入れてお

り、玉村高校や高崎商業高校における模擬投票の実施、県立女子大文化祭における投票箱、記載台の

貸し出しなど、選挙を身近に感じ、選挙や政治に興味を持ってもらえるよう取り組みを行っています。 

 投票率の向上につきましては、選挙管理委員会の取り組みだけで成果が出るものではなく、教育委

員会と議会事務局が実施した子ども議会を初め、学校教育や家庭教育等、さまざまな場面における主

権者教育が重要であると考えます。 

 これらの取り組みは、一朝一夕で成果の出るものではありませんので、選挙管理委員会の啓発活動

につきましても継続して取り組んでまいります。 

 以上です。 

◇議長（髙橋茂樹君） １０番石川眞男議員。 

              〔１０番 石川眞男君発言〕 

◇１０番（石川眞男君） 自席から質問させてもらいます。 

 まず、子ども議会、子ども議会というよりも、若者の政治意識、投票率が低い、政治意識が低いと

いうか、関心がない。そういう状況を今、課長が言ったように一朝一夕に解決されるものではない、

それはわかります。しかし、それをどうやって醸成するかというのは、やはり昨年の６０周年記念事

業としての子ども議会をちょっと見ましたら、こういうところで子供たちは見ているのだな、質問、

考えている、町に対する思いとか、そういうものが結構鋭いところを突いてきて、我々がちょっと気
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づかないようなところまで指摘してくれるという中で、私たちも刺激になるわけですけれども、この

子ども議会を準備するに当たって、議会見学したり、議会の仕組みを勉強したというけれども、これ

は子供たち全員がしたのではなくて、やはり選ばれた人がとりあえずやるしかないと思うのですが、

今度は、このことを参加できなかった子供たちにも深く広げられるような、その取り組みは、まだ１回

しかやっていないのですけれども、が必要になると思うのですけれども、その辺の大事さはどのよう

に考えているか、ちょっとお尋ねしたいです。 

◇議長（髙橋茂樹君） 教育長。 

              〔教育長 新井道憲君発言〕 

◇教育長（新井道憲君） 今回の子ども議会につきましては、今まで何年もかけて子ども会議という

のに取り組んでまいりました。そういう中で、それを発展した形で子ども議会を開催ということにな

ったわけでありますけれども、子供たちが実際に学校でこれを広めていく、一人一人に広めていく、

選ばれた代表でなくて、広めていくためにどうしたらいいかというのは、やはり学校の身近な、例え

ば児童会の役員改選における選挙、あるいは中学校でいうと生徒会の役員選挙というふうな場におい

て、やはり同じようなシステムをとりながら立候補して所信表明演説をして、そして投票をしてとい

う経緯をとって、各生徒会の役員等が決められているという、そういうふうな日常の学習を通しなが

ら広げていくということが大事になってくるかなというふうに思いますし、町のこと、あるいは町の

将来を考える上では、そのほかに例えば子供たちが日ごろ思っていること、感じていることを少年の

主張というような作文を全員が書くことによって気づいていくというような場面も設定しているとこ

ろであります。そんなことをしながら、総合的に子供たちの意識の向上を図っているというふうに考

えています。 

◇議長（髙橋茂樹君） １０番石川眞男議員。 

              〔１０番 石川眞男君発言〕 

◇１０番（石川眞男君） 日本が批准している子どもの権利条約というのがありますけれども、その

中で言っていることは、１つは子供が生きる権利、そして社会から守られる権利、そして育つ権利、

つまり教育を受ける権利ですね。それから、参加する権利と、この４つの柱を持っているわけですけ

れども、この子ども議会は、それらの中で言っているところの大きな、それを保障する意味で、いい

意味だと思うのですけれども、これを例えば親子ふれあい議会見学とか、親子で議会を見学するとか、

女子大学生もなかなか今の教育でずっと来てしまっているから、政治的には余り無頓着なというか、

余り関心のない人も多いのですけれども、そういったいろいろな学生の議会傍聴、そういったものに

広げていくということも可能なのかと思います。そういった試みと、あとこれだけのことをして経費

はかかっていないと思うのですけれども、１つの総合学習の時間みたいな、教育のカリキュラムとし

て、これはやれたということでよろしいのですか。 

◇議長（髙橋茂樹君） 教育長。 
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              〔教育長 新井道憲君発言〕 

◇教育長（新井道憲君） 今回については、総合的な学習というよりは、各学校で選ばれた子ども会

議のメンバーが中心になってやっておりますので、その子供たちを中心にした記念事業としての展開

がなされたということでありまして、総合的な学習とは、また別になります。 

◇議長（髙橋茂樹君） １０番石川眞男議員。 

              〔１０番 石川眞男君発言〕 

◇１０番（石川眞男君） この子ども議会を継続していただけるというお答えをいただきましたけれ

ども、より一層、どうしたって夏休みの間になると思うのですけれども、来年度も継続して、より豊

かにする方向で取り組んでいただけるということでよろしいですか。 

◇議長（髙橋茂樹君） 教育長。 

              〔教育長 新井道憲君発言〕 

◇教育長（新井道憲君） 今回やった結果が、実際に参加した子供たちにとっても大変意義あるもの

だったということに、子供たちの声からわかっておりますし、その結果を、各学校で報告会等もして

おりますので、それらを踏まえながら、子供たち、先輩がやったことを見て、後輩がさらにそれを引

き継いでいこうという、そういう気持ちになっていくことが大事なのかなというふうな観点からも、

今後もぜひ工夫しながら、もっと充実したものにしていければというふうに考えています。 

◇議長（髙橋茂樹君） １０番石川眞男議員。 

              〔１０番 石川眞男君発言〕 

◇１０番（石川眞男君） それでは、２番目の質問のほうに入らせてもらいます。 

 今、有期雇用から無期雇用への転換、これが労働契約法の改正により、来年４月からですかね、そ

ういった状況が発生してくるわけですけれども、なぜこういうことになってきたかというと、いわゆ

る派遣法、そういったものが成立して、それを工場にまで適用したことによって、今、全労働者の４割

が非正規雇用の状況にあります。若者に関しては５割が非正規雇用という、そういう状況の中にある

わけです。 

 そして、まして期間労働者という形になって不安定雇用、不安定な生活の中で人生設計ができなく

なり、経済格差もふえていく中で、もちろん結婚とか、そういうものも諦めざるを得ないような状況

が、相当深刻な状況になっているという中で、同一労働、同一賃金という形のもとで、この格差をど

うやって是正していくのだということで、この法律が改正されてきたわけですけれども、これは厚労

省のチラシですけれども、企業にとって、あなたの会社の実務や事情に精通する無期労働契約の社員

を比較的容易に獲得できますと、現実に働いているわけだから、その人も性格も知っているでしょう

し、今度は労働者にとっては雇用の安定に欠ける有期労働契約から無期労働契約に転換することで、

安定的かつ意欲的に働くことができると。双方にとって、それはいいわけです。だから、そういった

形で、また企業にとって長期的な視点から社員の育成をすることができる。そして、労働者にとって
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は長期的なキャリア形成を図ることができるという形でいたわけです。 

 昔は、人は石垣、人は城という形で、本当に社員を大事にする企業の風潮、これが基軸としてあっ

たわけですけれども、もう新自由主義政策の中で、雇用の安全弁としか非正規労働者は見ていないと

いう状況の中で、やっとここまで来た改正なのですけれども、このことを踏まえて、やはり中には逆

に６カ月以上の空白期間を置けば無期雇用に転換しなくてもいいという抜け道を大手の自動車会社な

んかがどんどんしているという実態もありますので、ここのところは、町としても民間労働者保護、

また会社のためにも周知を、ホームページに載せるというぐらいのものではなく、もっと積極的な役

割をしてもらいたいのですけれども、町にとって民間の労働者の有期雇用から無期雇用への転換は、

町にとっても意味あることだと私は考えているのですけれども、その辺は町長、どう考えていますか。

副町長でもいいですよ。 

◇議長（髙橋茂樹君） 副町長。 

              〔副町長 宮川清吾君発言〕 

◇副町長（宮川清吾君） ただいまの石川議員のご質問にお答えいたします。 

 先ほど町長もお答えしたところでございますけれども、この法改正の趣旨は非常に重要な内容にな

りますので、群馬労働局と協調しながら、やはり周知に努めていきたいと。町とすると、やはり周知

をするということが第一義かなというふうに考えております。 

◇議長（髙橋茂樹君） １０番石川眞男議員。 

              〔１０番 石川眞男君発言〕 

◇１０番（石川眞男君） だから、その周知の方法ですよね、ホームページに載せる、見る人という

のは、やはり限られていると思うし、企業の方々を疑うわけではないけれども、こういう法制度があ

るので、おたくの会社の長く継続雇用されている人は無期に転換したほうがいいのではないかとか、

そういった形で積極的にやっていかないと、そのことによって日本の国民総生産を見ると、個人消費

は６割ですから、やはり労働者の賃金が上がっていかなくては、安定雇用がないと消費もできないわ

けですから、そういう意味においては、町にとっても、これは非常に大きなことだと思うので、とに

かく働く人が継続雇用をお願いしますといえば、それで継続雇用が無期雇用に転換できるような、そ

ういった法律上はなっているわけですから、そのことを知らない人が余りにも多過ぎるのです。労働

者が知らないのだから、会社も知らないし、そのことをキャリアアップ助成金等の呼び水というか、

そういうものもあるわけですから、もう少し踏み込んで、町が町内の会社に周知してやるような姿勢

が必要だと思うのですけれども、その辺はどうですか。 

◇議長（髙橋茂樹君） 経済産業課長。 

              〔経済産業課長 大谷義久君発言〕 

◇経済産業課長（大谷義久君） 石川議員の言うことはよくわかります。これも法律がありまして、

労働局、ハローワーク、そういった機関が主体的に推進しているところでございますので、町といた
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しましては、その辺と連携をとりながら、広報活動というのはやっていきたいというふうに思います

けれども、なかなか直接は国の施策で進めていることでございますので、広報というような形での側

面的支援といいますか、そういったこと以上のことは、なかなかというふうに考えております。よろ

しくお願いします。 

◇議長（髙橋茂樹君） １０番石川眞男議員。 

              〔１０番 石川眞男君発言〕 

◇１０番（石川眞男君） 企業によっては、特に新聞に出ているのだけれども、大手の車の会社が、

要するに継続雇用、無期転換にしなくてもいいような期間、労働者を休ませてしまって、それで雇用

することによって有期転換のままにいくという抜け道をもう既にやっているという意味において、雇

いどめを防ぐ意味でも、やはりこれはもっと周知する、会社にも企業にも、そこで働く非正規労働者

にも、こういう制度があるのですよということは必要だと思いますので、もう少し踏み込んでやって

いただきたいと思います。 

 それで、今度は公務員には、この有期雇用、要するに労働契約法は適用されないので、長く働いて

いる人たちが、では無期転換をお願いしますといっても、なかなかそうはいかないというところで、

それで平成３２年４月１日から施行の地方公務員法及び地方自治法の一部改正する法律案というのが

出ています。これは今度の役場の職員の中で関係があることなのですけれども、これまでは何か採用

根拠が非常に不明確なままやっていたという中で根拠を明確にしようと。一般職の非常勤職員の任用

に関する制度が不明確なことから、非常勤職員である会計年度任用職員に関する規定を設けて、その

採用方法、任期等を明確にするというものであります。 

 そして、幾つかあるのですが、この期末手当の支給が可能になるというような規定とか、それで問

題、問題というか、基本的な考え方として公務の運営は任期の定めのない常勤職員を中心としている

ことに鑑みて、会計年度任用職員についても、この考え方に沿うような任用のあり方をしろとか、民

間における同一労働、同一賃金の議論の推移を注視し、公務における同一労働、同一賃金のあり方及

び短時間勤務の会計年度任用職員に係る給与のあり方について、特に重点にしなくてはいけないとい

う形で今の、やはり役場での臨時嘱託職員に対する待遇の改善を図れるような状況にもあると思うの

ですけれども、その辺の捉え方をちょっとお尋ねしたいです。副町長に。 

◇議長（髙橋茂樹君） 副町長。 

              〔副町長 宮川清吾君発言〕 

◇副町長（宮川清吾君） お答えいたします。 

 今の石川議員のお話ですけれども、地方公務員法の改正、あるいは地方自治法の改正に伴いまして、

平成３２年４月１日から会計年度任用職員という制度が始まります。私ども玉村町におきましては、

職員数が２００人を超えているわけですけれども、それとほぼ同等以上の臨時職員さん、あるいは非

常勤嘱託職員さんがおりますので、制度の趣旨にのっとって、例えば先ほど申し上げた服務の関係も
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そうですけれども、今の話にありました、期末勤勉手当等の関係につきましても、今後規則を検討し

て法律の制度に従って整備していきたいというふうに考えております。 

◇議長（髙橋茂樹君） １０番石川眞男議員。 

              〔１０番 石川眞男君発言〕 

◇１０番（石川眞男君） 玉村町には１０年以上嘱託で働いているとか、臨時で働いている人とか、

結構いるわけですよね。だから、この人たちの処遇というものを労働契約の関係では無期雇用の転換

をということだけれども、なかなか地方公務員法は、そうもいかないという中で、やはりこの姿勢は

非常に大事ではないかと思うのです。要するにもう長く常勤職員と同じような仕事をしている人は、

そういったものとして今後とも扱っていくというような捉え方、同じ仕事をしている人にとっては同

じ待遇をするという、その辺の捉え方を中心にして待遇の処遇改善というか、やっていっていただき

たいのですけれども、その辺は玉村町に長く、例えば１０年以上の嘱託職員が３８名程度いるという

ことに関しても、この平成３２年度までの間に条例をつくっていくわけですよね。その中で、こうい

った人たちの思いを聞いて、このままでいいのか、どういうのかという話を聞いて、そして職員組合

との協議も経て、それで条例をつくるという流れになると思うのですけれども、こういった現在の臨

時嘱託職員の意思確認というか、そういったものも来年度あたりからしていく必要があるかと思うの

ですけれども、その辺は予定に入っていますか。 

◇議長（髙橋茂樹君） 総務課長。 

              〔総務課長 萩原正人君発言〕 

◇総務課長（萩原正人君） 国からのスケジュール、これについても、まだ想定という形のスケジュ

ールなのですけれども、平成３０年度の職員団体との協議、任用勤務条件等の確定、関係条例の議会

への上程ということで、その後会計年度任用職員の募集開始、これは公正、公平な任用をするためと

いうことです。平成３２年４月１日より会計年度任用職員の採用という形のスケジュールが示されて

おります。 

◇議長（髙橋茂樹君） １０番石川眞男議員。 

              〔１０番 石川眞男君発言〕 

◇１０番（石川眞男君） だから、そのスケジュールに沿って実のあるもの、実のある条例をつくっ

て、少しでも非正規公務員というかな、その人たちの待遇がアップされるような状況をつくっていた

だきたいと思います。それはぜひお願いしたいと思います。 

 それから、今度は道路のことなのですけれども、人に会えば道路のことを聞かれるというようなぐ

らい、やはり道路、道というのは、人にとっては重要なのだなと。しかし、本当に道路の要望という

のはさまざまで、しかし聞いてみると、みんなお金がかかることですから、なかなか進まないという

状況の中で、今聞きましたけれども、やはり町に入ってくる道路要望の、それは区長さんを通じて来

るのが一番多いわけですか。その対応の優先、その辺をちょっとどういった形で町として見ているか。 
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◇議長（髙橋茂樹君） 都市建設課長。 

              〔都市建設課長 髙橋 茂君発言〕 

◇都市建設課長（髙橋 茂君） お答えします。 

 現在の道路の補修の状況、区長さんの要望を含めてですが、全体的には今１億円ほどの維持修繕工

事として予算をいただいています。その中で町が積極的に行う道路のほうがウエートは占めています。

それは主に幹線道路になります。大字と大字を結ぶような道路については、区長さん要望からは上が

ってこないケースが多いので、そこは全体的に見て、町のほうで判断して幹線道路の補修工事を行っ

ている状況です。また、２割か３割か、３分の１ぐらいか、区長さんの要望を中心に整備している箇

所もあります。そちらについては答弁にもありましたとおり、４割程度です。 

 区長さん要望に上がったものについては、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅというランクで回答しています。Ａ

については実施します。実施しましたということです。Ｂについては、予算がちょっと今確保できて

いないので、来年以降なりということで、予算次第で行うというものがＢで、Ｃについては、要望さ

れた事業規模がちょっと多大な工事費がかかってしまう、何千万もかかるような工事についてはＣと

いう判定をしています。Ｄについては、まだそこまで危険ではないし、ことし、来年でなくてもいい

でしょうというふうな状況を見きわめてＤとしています。Ｅについては、当面緊急性とか、公平性の

面で、一個人の方が言われた要望、そういったことはちょっと公共性に欠けるので、お断りするよう

な形で、Ｅという判定で、コメントをつけて年度末に１年間まとめたものを区長さんに報告している

ような状況であります。ですから、全体の予算では、町が主体となって判断する箇所のほうが予算は

使っております。 

◇議長（髙橋茂樹君） １０番石川眞男議員。 

              〔１０番 石川眞男君発言〕 

◇１０番（石川眞男君） 道路は、道路をつくるだけではなくて、水道工事とか、下水道工事も、そ

の道路の下でやるという形で、その道路をつくる兼ね合いですかね、下水道工事との兼ね合い、この

兼ね合いは何かいろいろなさっぱりいかないところが随分あるような感じがするのだけれども、どう

いった形で進めているか、お尋ねしたい。 

◇議長（髙橋茂樹君） 都市建設課長。 

              〔都市建設課長 髙橋 茂君発言〕 

◇都市建設課長（髙橋 茂君） お答えします。 

 やはり町民からもよく言われる、舗装して何年もしないうちにまた道路を切るような工事、同じ役

場がやっているのに、その辺調整はということで指摘されることもあります。まず、今年度の発注と

か、来年に向けての発注の箇所については、上下水道課の係と都市建設課の係で、ここを舗装してい

くとか、下水はここを入れていくとか、水道の切り回し工事、ここをやるとか、そういった事務の連

絡調整は行っています。ただし、時には１軒分家住宅が建って、そこの水道の取り出しをしたりとか、
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あとはＮＴＴさんの地下ケーブルの都合で、去年やったのにここをという、そういう苦渋の選択をす

る場合もあります。役場内では可能な限り調整を行ってやっている方向です。 

◇議長（髙橋茂樹君） １０番石川眞男議員。 

              〔１０番 石川眞男君発言〕 

◇１０番（石川眞男君） 年間予算１億円というのは、たしか道路延長が玉村は３３０キロでしたっ

け、ぐらいの長さで、標準道路というのは、どういう道路かちょっとわからないけれども、標準道路

がどのぐらいだとすると、３３０キロに対して予算規模１億円というのは、どのくらいの距離の道路

がつくれるものなのでしょうか。 

◇議長（髙橋茂樹君） 都市建設課長。 

              〔都市建設課長 髙橋 茂君発言〕 

◇都市建設課長（髙橋 茂君） 先ほど今年度予算、昨年もですが、約１億円の修繕費をいただいて

います。３３０キロ、平均幅員約５．５メートルで試算してみますと、単価については総務省の出し

ている１平米当たり４，７００円というもので割り返しますと、それを昨年策定した公共施設等管理

計画、その中でのインフラ整備についての、１５年で新しくしていくということを標準で考えますと、

１年間に６億円ぐらいの予算があれば、平均１５年で打ちかえていけるような状況です。今現在１億

円ですので、その予算を有効的に使っていっている状況であります。 

◇議長（髙橋茂樹君） １０番石川眞男議員。 

              〔１０番 石川眞男君発言〕 

◇１０番（石川眞男君） この全体の予算の中での１億円というのが、大きいか少ないかという議論

はありますけれども、やはり道路というのは、今、車社会ですから、どうしたって事故がないような、

安全な交通手段を確保する意味で非常に重要な位置づけにあると思うので、この辺は予算も含めて、

とにかく全体のバランスを含めて進めていっていただきたいと思います。 

 最後に、ＪＡしばね支店の跡地、取り壊しが大体終わったような感じなのですけれども、今の町長

答弁を聞くと、具体的なものが、まだ見えてこないので、何か保留みたいな形ですけれども、ここに

あれですよね、いろいろ検討した上で、要するに壊してしまったわけだから、農協が壊したわけだか

ら、あとは土地の取得ということですけれども、例えば買うとすると、どのぐらいなのかという、そ

の鑑定の予算をとってあるのだけれども、それをしていないということですか。それとも机上の計算

でざっと、机上というか、大体の相場でこのぐらいだというのは大まか検討がついて、しかしこれは

ちょっと高いな、高いけれども、高い上に用途がはっきりしないから、今のところちょっと置いてお

こうというような状況なのですか、その辺をちょっとお尋ねしたい。 

◇議長（髙橋茂樹君） 経営企画課長。 

              〔経営企画課長 山口隆之君発言〕 

◇経営企画課長（山口隆之君） 鑑定、あるいは測量等も予算計上しましたけれども、今は執行して
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いないところで、当然路線価等からある程度割り出した概算取得費用ですね、そちらのほうは約

３，０００万円というふうに考えております。ただ、先ほど言いましたように鑑定、あるいは測量も

しておりませんので、その３，０００万円というのは、多少前後するというふうに考えています。 

◇議長（髙橋茂樹君） １０番石川眞男議員。 

              〔１０番 石川眞男君発言〕 

◇１０番（石川眞男君） ３，０００万円という金額が高い低いというのは、ちょっとここでは言い

ませんが、しかしあの土地、目先の高い安いという問題ではなくして、やはり地域にはそれぞれ歴史

とか、文化があるわけですよ。芝根地区の人にとって、芝根支店の跡地は心のよりどころみたいなと

ころになっているわけです。言ってみれば、先住民にとっての聖地みたいなところですよ。だから、

それが民間の手に移って、例えば住宅になったり、会社になったりすると、ここが私たちの芝根役場

の跡地なのだといったとき、何ですか、変な人がうろうろしているよというような状況にもなりかね

ない。だから、その思いというもの、それを大切にする意味において、この芝根の人にとっては財政

的に厳しいときだからこそ取得していただきたいのですよね。そのことがかなえられれば、逆にほか

のことは少々我慢してもいいなというぐらいの価値ある土地だという、ちょっとお金にかえがたい、

そういう意味のところでもあるのですけれども、町長、言葉としてのそれは、買う買わないはともか

く理解できますか。 

◇議長（髙橋茂樹君） 町長。 

              〔町長 角田紘二君発言〕 

◇町長（角田紘二君） ただいま議員から話がありましたけれども、このＪＡしばね支店の跡地に関

しましては、当初からこの地区の区長さんを初め議会にも請願という形で出ておったわけであります。

その中では、やはりＪＡしばね支店跡地が果たしてきた役割、一時はそこで予防注射をしたり、もっ

と前は芝根村の役場の跡というようなことであったという歴史的な土地であるということは重々承知

しております。しかしながら、これの用途、どういう用途でこれを使うのかというようなことで、当

初コミュニティセンターというような案が持ち上がったわけでありますが、そのコミュニティセンタ

ーというのが、果たしてどういう機能をするか、あるいはその地域に必要かというようなことで、町

といたしましては、もう少ししっかりとした使用目的、そういうようなものがないとうまくないとい

うようなことがありました。 

 その後、勤労者センターの代替施設というような構想もあったわけでありますけれども、やはり土

地を買って、建物を買って、それを管理運営するというようなものにかかる費用を考えますと、やは

りもう少し明確な意味での使用の目的というものを詰めなければいけないというふうに考えて今まで

来たわけであります。勤労者センターの代替施設としては、勤労者センターの、きょうの質問にもあ

りますけれども、方向性というようなもので、ある程度ＪＡしばね支店跡地というのは考えにくいと

いうようなことになりましたし、先ほど来出ております公共施設等総合管理計画、こういうようなも
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のがありますものですから、新しくそこに建物を建てて何かをつくるといったときに、やはり町全体

の中での総合計画にどういうふうにそれを考えていくのかというところで、問題が起こってくるわけ

であります。 

 そういうような点で、先ほども申しましたけれども、今の町の財政状況の中で、そのＪＡの跡地を

町が購入して、それをどういうふうに使って役立てていくのかということを考えますと、いまだはっ

きりとした方向というのが見えてこないということでありまして、非常に厳しい困難な状況であろう

ということであります。 

◇議長（髙橋茂樹君） １０番石川眞男議員。 

              〔１０番 石川眞男君発言〕 

◇１０番（石川眞男君） 例えばあそこを平地で購入してメモリアルパークにして地域の人に使って

もらう、それだっていいと思います。それで、余り費用をかけないような、建物を建てないような状

況でやってもらうということも踏まえて、やはり検討していただきたいと思います。 

 それから、農協は、今は壊していますけれども、その後どんなことをするかというところまでは把

握していますか。 

                                         

◇議長（髙橋茂樹君） 休憩します。 

   午前９時５３分休憩 

                                         

   午前９時５３分再開 

◇議長（髙橋茂樹君） 再開します。 

                                         

◇議長（髙橋茂樹君） 経営企画課長。 

              〔経営企画課長 山口隆之君発言〕 

◇経営企画課長（山口隆之君） 現在所有している、所有者でありますＪＡさんが、その後更地にし

た後、どのように利用していくか。場合によったら、町に譲渡ということも、有償ですけれども、あ

り得ることかと思いますが、ただ民間企業なわけですから、いつまでもそこを保有し続けるというの

も余り考えられないということもありますので、場合によったら売却ということもあるかもしれませ

ん。ただ、その辺についての具体的な考え方については、ＪＡさんからは話は聞いておりません。 

◇議長（髙橋茂樹君） １０番石川眞男議員。 

              〔１０番 石川眞男君発言〕 

◇１０番（石川眞男君） 何とか今後粘って、ＪＡしばね支店跡地を取得するような方向で粘ってい

ただきたいと思います。 

 これで質問を終わります。 
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◇議長（髙橋茂樹君） 休憩します。１０時１０分に再開します。 

   午前９時５４分休憩 

                                         

   午前１０時１０分再開 

◇議長（髙橋茂樹君） 再開します。 

                                         

◇議長（髙橋茂樹君） 次に、８番三友美惠子議員の発言を許します。 

              〔８番 三友美惠子君登壇〕 

◇８番（三友美惠子君） おはようございます。８番三友美惠子でございます。今回の町議会議員選

挙で町を歩いてみますと、今回感じたことは空き家の多さでした。４年前と比べて明らかに多く、ま

た庭に草が生い茂っており、外から明らかに空き家だとわかる家がたくさんありました。町でも空き

家の調査を行っていると思いますが、この調査の結果を踏まえて、また考えていかなければならない

ことがたくさんあるなと思いました。 

 また、もう一つは、皆さんの意見を聞くと、高齢者の方々が、買い物が心配だ、たまりんがもっと

乗りやすかったらという意見が多くありました。これらについても、今後課題であると感じておりま

すので、またやっていきたいなと思います。 

 町の課題はたくさんありますが、今回はこの中から、これから申し上げます３点についてお伺いい

たします。平成３０年度予算編成について。平成３０年度の予算編成は大変厳しい状況にあると聞き

ましたが、町民サービスの質を落とすことのないようにしていただきたい、そう思っております。 

 １、重点施策はどのようなものか、お伺いします。 

 ２、来年度の予算編成に当たり、一番重要事項は何か伺います。 

 ３、財政の硬直化を示す経常収支比率が平成２８年度決算において９７．８％となりました。経常

的な支出を抑えることは必要ですが、それだけでは町民ニーズに応えることはできなくなってしまい

ます。経常的な収入を確保する対策を早急に講ずるべきと思いますが、来年度予算の中に盛り込まれ

ているか、お伺いいたします。 

 ４、平成２８年度決算は、角田町長が玉村町長になり、自分で執行した初めての決算となりますが、

どのように感じましたか。そして、来年度予算にどのように生かそうとしているのか、お伺いいたし

ます。 

 大きな２番です。まち・ひと・しごと創生総合戦略の進捗状況についてお伺いいたします。玉村町

まち・ひと・しごと・創生人口ビジョンの将来展望の中に早急な人口減少の歯どめ対策を講じなけれ

ば人口減少幅の圧縮が見込めなくなるとあります。その対策として総合戦略が策定されたと思います

が、早急な対策がなされているのか、伺います。 
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 政策分野１、「地方における安定した雇用を創出する」、政策分野２、「地方への新しい人の流れ

をつくる」、政策分野３、「若い世代の結婚・出産・子育ての希望をかなえる」、政策分野４、「時

代に合った地域をつくり、安心な暮らしを守るとともに、地域と地域を連携する」とありますが、今

回は政策分野３と４についての進捗状況をお伺いいたします。 

 大きな３番です。子供を取り巻く環境についてです。前回９月議会において、子供の携帯電話とゲ

ームについての質問をいたしました。教育長の回答は、しっかりと子供たち、そして保護者にも教育、

そして啓蒙活動をしているという回答をいただき、安心していたところであります。 

 しかし、携帯電話やＳＮＳだけの問題ではなかったのです。座間市の事件の報道をテレビなどで見

ていると、私たち大人の世界と大きくかけ離れたところに大人と同じような大きな悩みを持つ子供の

世界があることを感じました。 

 この問題は、学校だけで解決できる問題ではないと思います。社会全体で考え、子供たちと話し合

い、大きな溝を埋めるための解決の糸口を探していかなければならないと思っております。教育長、

町長のお考えをお伺いいたします。 

 １、玉村町に子供たちの悩みを受けとめる窓口はあるのか。 

 ２、いのちの電話の利用状況などは把握しているのか。 

 ３、子供の居場所をつくる必要があるのではないか。児童館は、その役目を果たしているのか、ま

た担っているのかということです。 

 ４、町の対策はどのようになっているのか。 

 以上、お伺いいたします。 

◇議長（髙橋茂樹君） 町長。 

              〔町長 角田紘二君登壇〕 

◇町長（角田紘二君） 三友美惠子議員のご質問にお答えします。 

 平成３０年度予算編成についてのご質問にお答えします。まず、１と２について、重点施策と予算

編成に当たり、重要事項は何かということでございますが、重点を置く事業といたしましては、魅力

ある本町の特徴を生かした定住・移住促進や交流人口の増加、優良企業誘致など、未来への投資につ

ながる事業を考えています。 

 次に、３として、経常的な収入を確保する対策を早急に講ずるべきとのことですが、先ほど述べさ

せていただいたとおり、来年度予算においては、未来への投資を重点施策とし、長期的な視点に立っ

た財源確保により、将来的に新たな財源を生み出したいと考えております。 

 次に、４として、自分で執行した初めての決算をどう感じ、来年度予算にどう生かすのかについて

でございますが、道の駅の運営・交通利便性の確保・給食費の補助・人口増加対策・既存施設の補修

費など課題は山積みであります。また、執行するには計画の見直し、規則整備、財政の裏づけ、説明

責任等全ての手続には時間が必要であることを認識しました。 
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 まだ道半ばで検証中の事業もありますが、道の駅については、平成２８年度決算では売り上げも前

年並みでしたが、平成２９年度は売り上げが伸び、来年度の指定管理委託では町の持ち出しが実質ゼ

ロになりそうです。 

 給食費の補助につきましても、少子化対策・子育て支援ができたと考えております。必要な事業を

一つ一つ確実に実施し、住みよい町として魅力あるまちづくりに努めていきたいと考えております。 

 次に、まち・ひと・しごと創生総合戦略の政策分野３と４についてお答えします。まず、政策分野

３の「若い世代の結婚・出産・子育ての希望をかなえる」につきましては、子育て支援体制の充実策

として、今年度から給食費の一部無料化を実施しております。また、平成２７年度に子育て支援セン

ターを床暖房化したことにより、利用者が増加して好評を得ております。 

 また、国際教育の充実といたしましては、群馬県立女子大学との連携事業により、英語と接する機

会をふやす事業を行っております。また、群馬フェリーチェ学園との連携により、英語教育の充実を

図っております。 

 家族形成支援の充実といたしましては、昨年度から実施しております婚活事業を、今年度は町内の

企業等と連携し、幅広い交流から結婚に結びつく活動に取り組んでおります。 

 今年度も交流を目的としたスポーツ大会を開催いたしました。引き続き継続していきたいと考えて

おります。 

 また、誰もが暮らしやすいまちをつくり、移住を促す施策といたしまして、住民活動サポートセン

ターぱるによる農業体験プログラムの実施や、玉村町版生涯活躍のまち推進事業を昨年度から引き続

き行っております。 

 次に、政策分野４の「時代に合った地域をつくり、安全な暮らしを守るとともに、地域と地域を連

携する」につきましては、今年度、東京圏情報発信事業といたしまして、玉村町の魅力を伝えるため

の「玉村町紹介パンフレット」を作成しております。１２月中には完成する予定になっております。 

 また、東京銀座の「ぐんまちゃん家」に職員を１名派遣しておりますので、その職員と連携し、玉

村町のＰＲを積極的に行っております。 

 さらに、昨年度から実施しております、たまむらの風景写真コンテストを引き続き今年度も実施し

ておりますので、昨年同様にすばらしい作品の応募が期待できると考えております。 

 これらの事業を行うことで、玉村町の魅力を発信し、まずは交流人口の増加につなげ、将来的には

移住・定住人口をふやし、人口減少幅の圧縮に結びつけたいと考えております。 

 いずれにいたしましても、町民の皆様にご協力をいただきながら、一人でも多くの方が玉村町を訪

れ、住んでみたいと思っていただけるような機会をつくっていきたいと考えております。 

 次の子供を取り巻く環境についてのご質問は、教育長からお答えいたします。 

◇議長（髙橋茂樹君） 教育長。 

              〔教育長 新井道憲君登壇〕 
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◇教育長（新井道憲君） 三友議員さんご質問の子供を取り巻く環境について、まとめてお答え申し

上げます。 

 初めに、玉村町に子供たちの悩みを受けとめる窓口はあるかという質問についてですが、一人一人

の子供もいろいろな生活体験を重ねる中で、その時々に応じたいろいろな不安や悩みを抱えて生活し

ているのが現状であります。その子供たちの不安や悩みを受けとめる窓口として欠くことができない

ところが、基本的には２つあります。 

 その１つは、日々の生活の基盤となっている家庭でなければならないと考えます。子供たちが毎日

安心して帰れる場、ほっとする場として、そして困ったときや悩んだときに何でも話せる、何でも相

談できる家族がいる、それこそが最大の窓口であると考えます。 

 それと、もう一つは、子供が毎日通う学校であると考えます。自分の思いが言え、自分の思いが聞

いてもらえる場、何でも相談できる場、学校がそういった場であること、そして仲間同士が互いを理

解し、認め合える、子供一人一人に居場所が感じられる、そういう学校であることこそ、何より大切

な窓口であります。 

 具体的に悩みを受けとめる窓口として、学校では生活ノートや定期的な教育相談、いじめアンケー

ト、保健室における養護教諭の相談、スクールカウンセラーや教育相談員による不安や悩みの相談等、

いつでも相談できる態勢をとっているところであります。そのほかに学校では相談できない子供や保

護者のために町では教育相談室を設置し、常時相談員が対応できるよう態勢を整えるとともに、指導

員が保護者や子供の相談や指導に当たっているところであります。 

 次に、②のいのちの電話の利用状況についてでありますが、群馬いのちの電話の昨年の相談件数は

１万７，５９３件となっております。また、全国版フリーダイヤルのいのちの電話の昨年の相談件数

は２万９，８４９件となっております。どちらも匿名での相談が多いため、市町村ごとの件数は把握

できておりませんが、年代別では男女ともに４０代の相談者が一番多く、内容としては、人生につい

ての相談が一番多い状況であります。子供たちには、群馬県総合教育センターの「子ども教育相談室」、

「２４時間子どもＳＯＳダイヤル」等、さまざまな相談窓口があります。これらの相談電話もその秘

密性から、相談者の情報や詳しい内容について把握することはできませんが、その中でも相談者が特

定でき、特に緊急な事例があった場合には、教育委員会等に連絡が入るようになっているところであ

ります。 

 次に、③、子供の居場所についてでありますが、まずは学校が子供にとっての居場所になり、子供

がいつでも、どこでも、誰にでも相談できる態勢づくりを進めていく必要があると考えます。そのた

めには、教職員が子供の不安や悩みにいかに気づき、早期に子供に寄り添った適切な対応ができるよ

うな、そういう態勢づくりが大切であります。多くの目で、耳で、心で、子供の変化に気づき、子供

に寄り添った指導を展開することが求められています。 

 次に、町の対策でありますが、教育委員会といたしましては、玉村プランやスクールカウンセラー、
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教育相談員、介助員や補助員等の人的配置をさらに充実させることで、教職員が子供と向き合う時間

をしっかり確保し、一人一人の子供に寄り添った適切かつ組織的な支援の充実を図っていきたいと考

えているところであります。よろしくお願いいたします。 

◇議長（髙橋茂樹君） ８番三友美惠子議員。 

              〔８番 三友美惠子君発言〕 

◇８番（三友美惠子君） 自席にて第２の質問に移ります。 

 平成３０年度の予算編成については、私の前にも何人もの議員さんが質問しております。その質問

を聞いていた中で感じたことなのですけれども、玉村町は負のスパイラルに入ったのではないのかな

ということを感じました。なぜかというと、町長への質問の中で、新規事業はできにくい、自由に使

えるお金がない、これは経常収支比率のことですね、それによってサービスが低下していくかもしれ

ないというようなこともおっしゃっていました。 

 そのようなことを考えると、結局サービスが低下していく。そうすると、また次の年度の収入は減

っていきます。そうすると、また仕事ができません。町民サービスが落ちます。そういう段階で、ど

んどん、どんどん負のスパイラルに入っていくのではないのかなというふうに感じました。 

 議員さんがみんな経常収支比率を気にするのは、町長の公約にあったからです。私は、この経常収

支比率も大事ですが、それにずっとこだわっていると成り行かないのではないかなということで、ち

ょっときのう考えて、そういえば経常収支比率が１００を超えたところがあったなと、群馬県の中で。

玉村町に近い町ですけれども、あったなと思って、夕べちょっと調べてみたのです。 

 そしたら、そこが２０１２年、歳入は１１５億円です。歳出が１１２億円でした。経常収支比率

１０１．８、財政力指数は１でした。そんな状況の中で３年後の２０１５年です。歳入は１５０億円

になっています。歳出が１４６億円、経常収支比率が８０．４に下がっています。財政力指数が

１．０４と上がっています。なぜ１００を超えた経常収支比率が８０になり、１１５億円の歳入が

１５０億円になったか、そこはまだちょっと調べていない、夕べ調べたのはここまでなのですが、こ

れを見ますと、私の考える中では、大企業が来たとしても３５億円も税金を納められるところが来る

とは思えないのです。ということは、何か大きなことをやったのかな、その投資に関する。それが３年

後に実って、この１５０億円という歳入に結びついたのかなと、まだそこも研究していないのですけ

れども、そういうことに町が、経常収支比率にばかり固執して何もしないでいると、どんどん、どん

どん町は小さくなっていってしまう。 

 私は、そうではなくて、町がここで大きな外科手術をしなくてはいけないのではないか。町に多く

人を呼び寄せたいという町長の願いは、今のままではかなわないような気がします。何もせず、玉村

町がどんどん元気がなくなっているような気が私はしています。この町を元気にしなければ、新しく

移り住んでくる人たちも魅力を感じないと思うのです。その魅力を感じる、町長は魅力ある町といい

ますが、その魅力ある町というのは、どんな町だと町長は想定しているのか、お聞きしたいのですが、
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今までの質問を聞いていますと、これはお金がないからできません。これはきのうのあれの中で、パ

トロール、玉村しかやっていない、ほかのところは、みんなもう防犯カメラに任せているのだ、そう

いうみんなと同じではないのです。オンリーワンの町をつくっていくということがすごい大事かなと

思うのに、今までの答弁をずっと聞いていると、お金がないからできません。お金がないから防犯カ

メラに任せます。ほかの町と同じにするにはこうです。そうではなくて、玉村町は何か、魅力ある町

とは何か。町長は、この玉村町の今の魅力というのは何だと思いますか。 

◇議長（髙橋茂樹君） 町長。 

              〔町長 角田紘二君発言〕 

◇町長（角田紘二君） 大変厳しいご意見を伺いましたけれども、経常収支比率というのは、結果そ

うなっているということでありますけれども、それを先ほどの例にありましたが、３年で八十幾つに

改善したということで、非常に立派な数字になったというふうに思っておりますが、やはりそういう

ような数字にとらわれることなしに、それは行政をやっていかなくてはならないというふうにも思い

ますが、しかしながらその１つの出た数字をいかに次の施策に生かしていくかというのは、どうして

も必要なことであろうというふうに私は数字というのを、そういうふうに捉えておりまして、別に何

もやらないで、この数字だけを上げるということを目指しているわけではありません。 

 そういう点で、ちょっと私の施策に関して誤解されておるかもしれませんが、私、町長になりまし

て、やはり１つの魅力を出すとか、あるいはこの町の将来性を考えてやるといったときに、必ずしも

短期的にやったものが、すぐに結果が出るというものは非常に少ないのではないかなというふうに思

っております。 

 そういう面では、今までの町が果たしてきた施策の中で、何を改善しなくてはならないのかという

ことを考えて、そして次の世代に町の施策を考えて、力強い町にしていくには、何が必要かというこ

とを考えていかなくてはならないというふうに思っております。 

 そういう点で、今回の道の駅玉村宿、そして文化センターの周辺の住宅団地、これは私の以前から

の町の行ってきた施策でありますけれども、少なくともそれが軌道に乗るということも町にとっては

非常に必要な事業だというふうに考えておりますし、たまりんの問題、そして現在直面しております、

交通難民といいますか、交通不便者、そして買い物不便者、そしていろいろな施設の老朽化、そうい

うような直接町の住民の方が困っている日常のものに対応していくというのも、また必要な町政だと

いうふうに認識しております。 

 ですから、以前、私この町の人口をふやすというところで、ＣＣＲＣのような東京からの方を町に

住んでいただく、建物を建て、住宅をつくるというようなことも頭に入れたことがありますけれども、

むしろそういうような人を呼び込むだけではなしに、今いる人たちがいかに生活を維持し、そして町

に住んでよかったと、住みたいというような生活のサポートをするということが、まず基本であって、

それがなされたときに、ほかからも注目される町の魅力としてなっていくのではないかというふうに
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考えております。 

◇議長（髙橋茂樹君） ８番三友美惠子議員。 

              〔８番 三友美惠子君発言〕 

◇８番（三友美惠子君） 町の魅力は何かと聞いたのですが、ちょっと話がそれたようですが、そう

です。住民が満足するような町をつくってほしいということです。そのためにも今みたいな、どんど

ん、どんどん負のスパイラルにいくようなことではいけないのではないかと、そういうふうに思って

います。 

 今、芝根のところを何とかしてほしいという話、芝根の人たちにとったらすごい大事なことなので

す。お金がないからできないのではなく、どういうふうにしたらできるかという方策を探すのが行政

ではないかな、そういうふうに思っています。 

 それから、多目的施設も次世代も、それもお金がないからできないというような話の中で、国から

お金が出る、４分の３補助で出る。でも、町にその４分の１を出すお金がないからつくらないという

のではなく、それをつくることによって町がどれだけ大きな収入を得ることによって、要するに企業

が元気になりますよね、それだけのお金が町におりるわけですから。元気になった企業は、そこから

また町に税金を払ってくれるわけです。 

 そういうことを考えたら、何か大きなことをやっていかないと、町がこのままどんどん、どんどん

歳入不足で小さくなっていくだけのような気もします。それで、そういう施設をつくること自体が、

２００戸つくったら、団地を買ってくださる人たちのためというか、それを買いたいと思う、町がし

ょぼくれていて、古い建物しかなくて、みんな直して使っているような、継ぎ当てがついているよう

なところで、そこに来たいと思うかということですよね。町の魅力をどこに持っていくかということ

も、そういうみんなが、自分たちの住んでいるところをすごい大事にしているよとか、それって今す

ごい大事なことなのです。 

 この間も何か話していたとき、玉村町、何だったか忘れてしまったのですけれども、玉村町は歴史

を大事にしていますねと、そういうふうに言われました。八幡様の説明をしていたときでした。女川

町の人が来たときです。女川町の皆さんを町の八幡様と井田さんのところをガイドしました。ガイド

していろいろ話をして、話をしている中で、玉村町は歴史を大事にしているいい町ですねと言われま

した。そういうこの町はいい町だねと言われるようなものを大切にしていかなければ、金太郎あめの

ような町をつくったのではだめなのではないか。 

 国は、まち・ひと・しごと創生とか、地方創生とかいって地方に任せるといいながら、いろいろな

ことを全部縛っていますよね。建物の総合管理計画とか、そういうものを立てて縮小していきなさい

とか、でも玉村町にとって必要なものだったら、しっかりつくるべきではないかなと。町のみんなが

潤うことだったら、投入したコストに対してどのような行政サービスが生まれ、その行政サービスが

社会にどのような影響を与え、地域住民の満足度を、どのような影響が与えられるかということが何
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かに書いてあった、問われているということなのですよ。投入したことは、それは皆さんに還元させ

られること、そういうことだったらば、どんどん投入していくことが２００戸の住宅に人を集めるこ

とにもつながっていくのではないのかなと思いますが、町長はさっきおっしゃいました、長期的な財

源確保をするということの施策は何でしょうか。 

◇議長（髙橋茂樹君） 総務課長。 

              〔総務課長 萩原正人君発言〕 

◇総務課長（萩原正人君） 長期的な視点に立った財源確保としましては、工業団地、今現在は西側

のほうの工業団地のほうの開発をしておりますけれども、北側についても調査を始めました。それに

よって、なかなか計画を立てても５年とかという期間、手続が必要になりますので、まず始めないこ

とには、次の段階に進めませんので、そういった部分で投資という形で着手しました。 

 あと、スマートインター周辺の開発につきましても、その部分について調査を開始しました。そち

らのほうもどういったものができるか、あるいはどういった手続が必要か、これにもやはり時間がか

かりますので、まず始めて、その上で議会のほうに報告しながら進めていきたいというふうに考えて

おります。 

◇議長（髙橋茂樹君） ８番三友美惠子議員。 

              〔８番 三友美惠子君発言〕 

◇８番（三友美惠子君） そこら辺は早急に仕事を始めていって、もう何年も前からできるような気

がしたのですけれども、そこら辺がやっと始まったということなので、そこは５年もかけないでやれ

ればいいのですけれども、時間はかかると思いますが、ぜひ進めていってほしいと思います。 

 それから、さっき町長に聞きました、魅力ある町、本当に何が玉村町の魅力だと思いますか、そこ

ら辺ちょっと聞きたいのですけれども。 

◇議長（髙橋茂樹君） 町長。 

              〔町長 角田紘二君発言〕 

◇町長（角田紘二君） いろいろな考え方があると思いますが、私は地理的な玉村町を考えますと、

現在災害や、今までの地震等が少ないというのも１つの魅力でありますし、自然が残っている今の玉

村町の地理的な状況というようなものも魅力だろうと思います。そのほか、交通の利便性があったり、

それからいろいろな今までの歴史的な経過の中で、玉村町の今があるわけですので、歴史的なこの町

の状況ですね、そういうようなものが、やはり玉村町の魅力であると思いますが、一つ一つに関しま

しては、それぞれの方の意見が違いますので、これが玉村町だというのをあらわすのは、なかなか難

しいことであろうというふうに思っております。 

◇議長（髙橋茂樹君） ８番三友美惠子議員。 

              〔８番 三友美惠子君発言〕 

◇８番（三友美惠子君） 町長の魅力でよかったのです。町長が、この魅力を伸ばしていきたい、そ



－100－ 

ういうものをしっかりつくっていってほしいなと思います。 

 あと１つ町長が言い足らないのは、玉村町の魅力は住民です。住民を元気にすることが玉村町の大

きな魅力になるのではないかと思っています。その住民を元気にするためには町民ニーズを絶対下げ

てはいけないと思います。町民が、玉村町はすごいボランティアなんかでも、居場所づくりとか、そ

ういうのでも住民が一生懸命動いています。この住民を大事にして、住民がもっと活躍できる町、そ

んな町をつくっていくことが一番大事な、玉村町の魅力ではないかと思います。ぜひ町民ニーズを下

げないように平成３０年度の予算はしっかり立てていただき、長期的展望もしっかり持っていただき

ながら、予算編成に当たっていただければありがたいなと思います。 

 それでは、次のまち・ひと・しごと創生総合戦略についてですが、玉村町まち・ひと・しごと創生

総合戦略の中で、ちょっと一つ一つ今度は細かいことを調べてみたのですけれども、結婚件数という

のが１７１件から２００件に伸ばしたいとか、いろいろあるのですが、この年間社会増減数というと

ころで、平成２６年度はマイナス９５人、平成２７年度にプラス２２になったのです。これはいいの

かなと思っておりましたところ、平成２８年度はマイナス１９０人ということが出ています。ここら

辺に対して、町はこの人口目標値をゼロとしているのです、平成３１年度ゼロ。この目標は低過ぎる

のではないかと思ったら、今年度のマイナス１９０というのを見ると、低過ぎないのだ、これはやっ

ていかなくてはいけない。一生懸命やっているのでしょうが、これが下がっていってしまう理由など

はありますか。基本目標からどんどんかけ離れているところへ行っていると。 

◇議長（髙橋茂樹君） 経営企画課長。 

              〔経営企画課長 山口隆之君発言〕 

◇経営企画課長（山口隆之君） 平成２７年１２月に人口ビジョンと総合戦略を策定したわけですけ

れども、その総合戦略につきましては、先ほど町長の答弁の中にもありましたが、人口増というのは、

なかなか厳しいわけでして、人口減少を圧縮するというのが目的となっています。その人口ビジョン

でいきますと、２０４０年の段階で３万２，０００人を維持すると。ですから、当然今２０１７年で

すか、それが２０４０年には、人口の減少幅を抑え今から約４，０００人ほどの減少にとどめること

を目標としています。 

 人口減につきましては、これは全国レベルの話でして、なかなか玉村町だけが人口増というのは非

常に厳しいというふうに考えています。ですから、減少を少しでも緩やかにさせていくという施策を

とらざるを得ないのかなというふうに考えています。 

 玉村町におきましては、現在自然減と社会減、これは両方加わっている形での減少しております。

なかなか自然増は難しいかと。なぜならば、今後老齢人口がふえていきます。老齢人口がふえるとい

うことは、ちょっと言い方は申しわけないのですけれども、人間、永遠に生きられるわけではありま

せんので、死亡の数がふえてくるとなりますから、それに対して出生数が追いついていきませんので、

どうしても自然減になる。 
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 先日、群馬県の統計も出ていましたけれども、群馬県全体では社会増、ただし人口は減っていると。

これはなぜかというと、自然減がそれを上回っているという状況になっています。玉村町も今後社会

増を、いろいろな施策をとれば、それなりにふえていくかということは考えられますけれども、いか

んせん団塊の世代の方々が今後そういった形で老齢人口に加わっていきますので、どうしても自然増

については、そこを見込むというのは非常に厳しい。ですから、町としては、どうしても人口減少、

これについては避けられないのかなというふうに考えております。 

◇議長（髙橋茂樹君） ８番三友美惠子議員。 

              〔８番 三友美惠子君発言〕 

◇８番（三友美惠子君） そこをちょっと今調べたので見ますと、自然減が平成２８年度はマイナス

６２です。社会減が１２８です。社会減のほうが大きいのです。自然減が今６２です。町の施策とし

ては、子供を産みやすいような施策をしていくわけですから、そこにも少し歯どめをかけようとして

いるのではないのかなと思ったけれども、今はそういうことではないというか、そこに歯どめをかけ、

また自然に入ってくる人は、そこはしようがないとしても、出ていく人を抑える、なるべく出ていか

れない施策をとる。転勤とかで出ていってしまう場合はしようがないですけれども、ほかのところに

土地を買って出ていく人は多いのです。玉村町に場所がない、土地がないのでと、板井なんか高崎に

すぐ出ていけますからね。探したら高崎にあったから、板井にいてくださいよというのですけれども、

住むところがないと。そういう住むところがない人のための町の窓口、どこかに家を建てたいのです

けれども、玉村のところに何かいい場所はありますかねみたいな窓口があったりとか、そういう施策

はとっていないのでしょうか。 

◇議長（髙橋茂樹君） 経営企画課長。 

              〔経営企画課長 山口隆之君発言〕 

◇経営企画課長（山口隆之君） 先ほど自然減と社会減の関係の話をしたのは、現状分析ということ

で、ご理解いただきたいと思います。当然町も子育てするなら玉村町という標榜をしているわけです

ので、当然子育て世代の転入というものを何とか促していきたいという施策をとっていく予定ではお

ります。 

 今の家を建てたい、あるいは土地購入についての相談窓口ということで、果たして行政がその辺に

ついての間に立って、ある意味あっせん的なことができるのかどうかということもありますので、そ

の辺については、窓口があるのかないのかということについては、現状ではないというふうに答えて

よろしいかと思います。 

◇議長（髙橋茂樹君） ８番三友美惠子議員。 

              〔８番 三友美惠子君発言〕 

◇８番（三友美惠子君） 行政ができるかどうかでなくてもいいのですけれども、それを民間に促す

ような施策をしてもいいのではないかと。町にこんなものがありますよみたいなものをちゃんと不動
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産業者に出してもらうような、広告は入っていますけれども、なかなかその広告だけでは、皆さんが

行かないのかなというのを感じています。 

 それから、離婚する人が多いのは、玉村町はなぜだかわかりますか。玉村町、群馬県の中で離婚率

がすごいのですよね。なぜ離婚率、ここに結婚件数というのが、伸ばしたいというのが書いてあるの

は、その分析をしなければ、やはりいけないのではないかなという中で、離婚率がすごい高いのは何

なのかなというのもちょっと気になるところではありました。 

 それからあと、農業体験プログラム、これはこの間の麦踏みが大分いい影響だったのですが、そう

いう人たちのフォローというのはしていますか。来た人たちを、これから玉村町に来てもらうための

フォローみたいなのを、ただ来てもらったから、それでおしまい。そのときにやったからおしまいで

はなくて、玉村町に遠くから来てくれた人がいたら、そのフォローはしていますか。 

◇議長（髙橋茂樹君） 経営企画課長。 

              〔経営企画課長 山口隆之君発言〕 

◇経営企画課長（山口隆之君） 農業体験プログラムにつきましては、具体的に言いますと、昨年度

ですと、水ナス、玉村町の名産になりつつあるのかなという水ナス収穫体験であったり、あるいはセ

ロリ、それから食肉学校が町にありますので、そちらのほうでウインナーづくりであったりとか、ベ

ーコンづくりであったりとか、その辺を経験していただくということになります。そういったことを

実施したわけですけれども、例えばそういった野菜を使っての料理も収穫だけでとどまらず、料理に

ついても当然その日のうちに体験していただいたわけですけれども、今後はその辺アフターケアとい

うよりは、むしろこういった名産がありますよという形で、玉村町に来れば、そういった食材も手に

入りますよと、そういったような案内、そういった形でのフォローといいましょうか、アフターケア

というふうに考えています。 

◇議長（髙橋茂樹君） ８番三友美惠子議員。 

              〔８番 三友美惠子君発言〕 

◇８番（三友美惠子君） 来ればということもあるでしょうし、こちらから送るという手もあるので

すよね、玉村町の名産を送りますよみたいな。そういうようなフォローもしていけば、おいしいから、

そこで玉村町に住もうと思うかどうかわかりませんけれども、どんどん玉村町に来てもらうというこ

とが大事かなということも思っております。 

 それから、古民家を活用した交流施設の提供というのがありますが、これは現在進んでおりますか。 

◇議長（髙橋茂樹君） 経営企画課長。 

              〔経営企画課長 山口隆之君発言〕 

◇経営企画課長（山口隆之君） また、違う議員さんからも、その辺の質問項目は入っているかと思

うのですけれども、今のところ、例えば蔵であったりとか、あるいは古民家、そういったものが一体

全体、町にどのくらいあるのか、それすら正直言って把握していない状況があります。ですから、そ
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の辺の調査といいましょうか、現状把握、その辺から取りかかりたいというふうに考えています。 

◇議長（髙橋茂樹君） ８番三友美惠子議員。 

              〔８番 三友美惠子君発言〕 

◇８番（三友美惠子君） 古民家とか、蔵がどのくらいあるかというのは、多分わかっていると思い

ます。そこが使われているか使われていないかは調査しなくてはいけないと思いますけれども、古民

家がどのくらいあって、蔵がどのくらいあるというのは、町はもう把握していると思います。そこら

辺を早急にして、使えるものがあったらば使っていくのもいいのかと思いますし、農業体験に来た人

たちがそこに泊まれるような、そんな流れをつくっていくことが大事なのではないのかなと思います。

そういうことをどんどん、どんどん率先してやっていかないと、平成３１年度までにやるのでしたら、

もう来年度は平成３０年度ですから、そろそろ改修工事などしないと、平成３１年度には間に合わな

いような状況になっていくのではないでしょうか。今から、これから調査するのでは、これはいつか

ら始めたのでしたっけ、平成２７年から始めているのですよね。何かやっていないような気がみんな

しているのですけれども、どうでしょうか。仕事が後手後手に回っているような気がして、なかなか

進んでいないというような気がします。 

 政策分野４ですよね、ここでサイクリング交流の人口をふやすとありますが、サイクリング環境の

充実ということで、ここら辺はどのように進んでいますか。 

◇議長（髙橋茂樹君） 経営企画課長。 

              〔経営企画課長 山口隆之君発言〕 

◇経営企画課長（山口隆之君） 政策分野４に移ったわけですけれども、先ほど議員さんの質問の中

で、この総合戦略について、何となく後手後手に回っているようなという印象を持たれているという

ことなのですけれども、この総合戦略の中で小施策として２３ほど挙げられております。そのうちの

半分以上については、もう既に手がけたものもありますし、完結したものもあります。今ご指摘のサ

イクリングロード関係、あるいは公共交通関係、こちらのほうはどうしてもハード面の充実が必要と

なるものですから、なかなか手がつけられていないというのが現状になります。 

◇議長（髙橋茂樹君） ８番三友美惠子議員。 

              〔８番 三友美惠子君発言〕 

◇８番（三友美惠子君） そうですね。まち・ひと・しごとの中の何で３と４を選んだかというと、

進んでいない分野を選んだので、それは承知しています。なかなか進まない分野について、どうなっ

ているのか、ちょっと聞きたかったので、この質問にしてみました。 

 それから、ＳＮＳのことについても、情報発信がどの程度進んでいるのかということもちょっと気

になります。 

 それから、ホームページをこの間見ていましたら、玉村町の映像館というところをクリックしまし

たら、何も載っていないのです。筋力トレーニングは載っているのですけれども、町の魅力を発信し
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ますということで、筋力トレーニングが載っているのが、ちょっとわけがわからないのですけれども、

この間フォトコンテストもやりましたよね。そういう映像を載せるとか、フォトコンテストは、あれ

で１回やっただけで、写真はしまってしまったのでしょうか。この間、玉村宿で、赤煉瓦倉庫で皆さ

んに見せるような活動をしましたが、それ以外にあの写真をどのように活用していますか。 

◇議長（髙橋茂樹君） 経営企画課長。 

              〔経営企画課長 山口隆之君発言〕 

◇経営企画課長（山口隆之君） フォトコンテストも要はこの総合戦略の施策の１つというふうに考

えています。一番の目的は、映像の収集というのでしょうか、そういった応募作品を有効活用したい

ということで、出品者にも了解をとっていますので、その辺で、そういった映像を、パンフレットで

あったりとか、あるいはほかの情報発信のときに使わせていただくということで、具体的に言います

と、先日銀座で行いましたサロン・ド・Ｇのときにも、優秀作品に限りましたけれども、何点かパネ

ルで掲示させていただいたりとか、あるいは職員がふだん日々使っております名刺の裏面に、その作

品のデザインを印刷したりとか、そういった形で名刺交換のときに話のネタにでもなればというよう

な感じなのですけれども、そういった形でのこと等を行っております。 

◇議長（髙橋茂樹君） ８番三友美惠子議員。 

              〔８番 三友美惠子君発言〕 

◇８番（三友美惠子君） この前のほうでやったことを、やはり有効活用していかなければいけない

のかなと思っています。フォトコンテストの写真もホームページでアップしたらば、もっと見る人が

多いのではないのかなと。その２００戸の住宅を買おうとしている人は、若い人なら若い人ほどホー

ムページを見てくれるのではないのかなと、高齢者よりは。ただ、玉村町ってどんな町なのだろうと、

ホームページの中からまずは探し出すと思うのです。映像館の中に筋力トレーニングしかないという

のは、玉村町は見せる映像がないのかなって思われてしまうのではないのかなと。玉村町の魅力を発

信しますみたいなことが書いてあって、映像館って書いてあるのに、クリックしたら筋力体操が３つ

か４つ載っているだけで、あと何にも載っていないのですよね、町の映像も。そういうことについて

は、あれですかね、ホームページをつくるに当たって、これから町の魅力をホームページの中でもし

っかりと発信していくということをしないと、このＳＮＳを使って、何とかしましょうと書いてあり

ますけれども、誰かがツイッターとかやってくれているのでしょうか。町の職員がツイッターとか、

そこら辺のＳＮＳをどんどん発信しているのでしょうか。 

◇議長（髙橋茂樹君） 経営企画課長。 

              〔経営企画課長 山口隆之君発言〕 

◇経営企画課長（山口隆之君） ツイッターという部門でいえば、たまたんのフェイスブックという

のですか、ちょっと私そっちのほうが詳しくないので、よくわからないのですけれども、そこで更新

というのを行っているというふうに聞いています。 
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◇議長（髙橋茂樹君） ８番三友美惠子議員。 

              〔８番 三友美惠子君発言〕 

◇８番（三友美惠子君） たまたんがフェイスブックになっているのは知っています。たまたんしか

ないです。ぜひそこら辺の発信を、誰か専門にできる人がいたらば、町の職員でも、そこら辺のアッ

プはしていけるのでしょう。頼まないとできないわけですか。できますか。できたら、もうちょっと

ホームページを魅力あるものというか、そこの表紙は、そのままでもいいですけれども、中を見ても、

このサイトはもう終わりましたとか、なかなか充実していないのです。見ても、もう終わってしまっ

たページとか、昔のページとか、昔のことが書いてあったり、今の情報が、あそこの一番表に書いて

ある３個か４個の情報だけで、あとは中のほうは全部もう終わったような情報しか入っていなくて、

なかなか魅力ある情報源となっていないのが、今のホームページではないかと思っています。ＳＮＳ

を活用した情報発信というのは、お金もそんなにかかりませんし、もっともっとやるべきではないか

と思いますが、どうでしょうか。 

◇議長（髙橋茂樹君） 経営企画課長。 

              〔経営企画課長 山口隆之君発言〕 

◇経営企画課長（山口隆之君） 情報発信ということに関しましては、これはＳＮＳ等を活用したと

いうふうになっています。今現在、一番非常に力を入れているのが、東京圏情報発信推進事業という

ことで、これは２本柱なのですけれども、１つが町の紹介パンフレットを１２月中にはでき上がるか

と思っています。 

 それと、もう一つは、「ぐんまちゃん家」に職員を派遣しているということで、その成果と言える

かと思いますが、観光ツアーが企画されたり、あるいはきのうの午前中にちょっと情報が入ったので

すけれども、ほかの大手の旅行社が２月と３月に道の駅玉村宿に立ち寄りたいと、そういう話も来て

います。これについては、本当にその職員の言ってみれば営業努力なのかなというところもあります

し、また先日行いましたサロン・ド・Ｇも旅行関係の方々、あるいは報道関係の方々が見えたわけで

すけれども、２４名見えた中で、玉村町のことを知っている方は１名しかいなかった、パーセントに

すれば本当に４％ぐらいの確率だったということで、これははっきり言って、知名度ゼロと言っても

いいのかなというくらいのレベルなのです。ですから、とにかく玉村町という地名といいましょうか、

その辺を何とかアップしていきたいというところに力を注がなければならないのかなと。そういう点

からいきますと、では玉村町のホームページを見たときに、今、三友議員がおっしゃるように、この

レベルなのかということのないように検討していきたいと思っています。 

◇議長（髙橋茂樹君） ８番三友美惠子議員。 

              〔８番 三友美惠子君発言〕 

◇８番（三友美惠子君） ちょっと時間がなくなってしまったのですけれども、いつも時間がなくな

ってしまうのですけれども、魅力を発信してもらうということが、東京で一生懸命頑張っていただい
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て、成果が出始めていると思うのですが、道の駅玉村宿だけで来た人が終わってしまうのではなくて、

町の中に呼び込む、町の中で、言い方は悪いですけれども、お金を落としてもらう、そのような対策

をもうちょっとしっかりとっていかなければ、ただ道の駅に来て、あそこにあるものだけ買って、道

の駅だけがもうかるみたいな、そこだけで終わっていいのかなというようなことも考えます。ぜひそ

こが町の中に人を呼び込む、町の魅力というのは、もっと中のほうにも、玉村宿のそこだけではない

と思うのです。中に引き込んでいって、魅力を発信していけるような、ここで住んでみたいと思える

ような施策をしっかりとやっていただければありがたいかなと思います。 

 最後の質問になるのですが、済みません、６分しかないので。教育長のおっしゃることはもっとも

なことで、家庭、そうだと思うのです。でも、そこでどうにもならない子供たちが、今ああいうよう

な状況になっているとは思うのですが、しっかり家庭、学校で教育していても、それでもそこにも話

せない子供たちというのが、まだまだいるのではないのかなと思います。そういう人たちを救うため

にも、今まで教員が仕事が多過ぎて子供たちに向き合える時間がなかったということもあるでしょう

し、先生がもうちょっとしっかり子供たちに向き合える時間というのを、今は大分制度が改革されて

きたので、持てると思うのですけれども、そこら辺については、家庭を何とかするといっても、そこ

も難しいことだと思うのですけれども、家庭を教育するということについては、教育長はどういうふ

うに考えていますか。 

◇議長（髙橋茂樹君） 教育長。 

              〔教育長 新井道憲君発言〕 

◇教育長（新井道憲君） いろいろな子供を取り巻く課題というのはたくさんあります。この件もそ

うです。特に座間の事件をきっかけに、県教委からも通知が出て、こういうスマートフォンや携帯の

取り扱い、あるいは指導の徹底を図るようにということも出ております。そういう中で、やはり特効

薬はないという自覚を持って、１つは、これは地道にと。そして、継続的に繰り返しやっていくのが、

まず１つ大事なことではないかなというふうに考えております。その時々に子供の対応が違ってきま

す。まして、子供が言いたい、打ち明けたい、聞いてもらいたい、そのときに、そこに聞いてくれる

人がいるかいないかという問題、あるいは機械的に窓口をつくっても相談したくない、そこに言って

もだめだ。子供の心に寄り添う、それはやはり朝晩にちょこっとやっただけでは、これはできない。

最終的には、そこに１つの人間関係を築いていく、これが大事な要素である。それにはやはり日ごろ

から子供と向き合うという、こういう人がいるということ、それが家族であり、学校であり、友達で

ありということになろうかなと。一人でも、友達であろうが、特に大きくなればなるほど、大人の世

界を多少思春期は考えます。そうすると、子供の世界の中で解決しよう。そうすると、相談相手が友

達が一番多いと、そういう世界ができてしまう。 

 だけれども、日ごろからの心の交流ができていれば、ちょっと困った、私にはどうにもならないと

いったときに相談できる、身近に人がいれば、相談できるというよりは、簡単に言えば聞いてもらえ



－107－ 

ると。それで解決が少しでもできるのではないかなと。そういうふうに地道に子供と向き合うことが

一番肝要なことだと私は思っております。 

◇議長（髙橋茂樹君） ８番三友美惠子議員。 

              〔８番 三友美惠子君発言〕 

◇８番（三友美惠子君） もう時間がありませんので、これで終わりにしますが、そうですね、教育

長のおっしゃるとおり人間関係を築いて信頼される大人になるということが大事なのかなと思ってお

ります。家族として信頼される人間関係をつくっていく、これの啓蒙活動をしっかりやっていただい

て、小さいときから、本当に幼少の時代から親子関係をしっかり築いていかないと、急に中学生にな

って親子関係を築こうと思っても多分無理だと思うのです。幼稚園の時代から親教育ではないですけ

れども、ちゃんとしっかり、私もいつも卒園式のときに言うのですけれども、子供を抱き締めてくだ

さい、この抱き締めることが、やはり皮膚感覚を通じて子供の信頼関係を、しゃべらなくても通じる

関係になると思うのです。そういうことをしていけるような、親になれるような親教育というのをも

う少しこれから学校教育のほうでも親教育みたいなものをしていただければありがたいかなと、小さ

い子供のうちから。と思いますので、よろしくお願いいたします。 

 以上で終わります。言ってくださいますか、お願いします。 

◇議長（髙橋茂樹君） 教育長。 

              〔教育長 新井道憲君発言〕 

◇教育長（新井道憲君） 済みません。もう時間はないですが、今の三友議員さんのお話から、今一

番学校が課題として考えているのは、学校というよりは、大人が、子供から遠ざかったものというの

が３つあると言われております。１つは自然です。自然の中で子供が遊ぶ体験がなくなっている。そ

して２つ目が、家族の働く姿を見る機会が少なくなっていると。もう一つ、一番大事なのは家族の、

家庭の笑顔がなくなっていると。これをいかに回復するか。今我々の課題であります。よろしくお願

いします。 

                                         

◇議長（髙橋茂樹君） 休憩します。１１時２５分に再開します。 

   午前１１時９分休憩 

                                         

   午前１１時２５分再開 

◇議長（髙橋茂樹君） 再開します。 

                                         

◇議長（髙橋茂樹君） 次に、７番備前島久仁子議員の発言を許します。 

              〔７番 備前島久仁子君登壇〕 

◇７番（備前島久仁子君） 議席番号７番備前島久仁子でございます。通告に従いまして一般質問さ
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せていただきます。 

 また、傍聴の皆様には足を運んでいただきまして、ありがとうございます。感謝いたします。 

 この１０月の町議会議員選挙により新しい１３名の議員が当選し、新体制となった玉村町議会であ

ります。私は、当選の重責をしっかりと受けとめ、町民の皆様の声を町政へ反映させ、女性が元気な

町、女性の声が生かされる町のために力を尽くしていきたいと思っております。 

 十年一昔といいますが、この１０年で国や町を囲む情勢も随分変わってきております。議会は、行

政のチェック機関であることをしっかりと認識し、最善の策を見出すために何度も議論すること忘れ

てはならないと思っております。 

 さて、このたびの町議会議員選挙で町の中のあちこちを歩き、さまざまな方々と話をしました。歩

くこと、見ることの必要性を感じました。また、さまざまな町の課題も見ることができました。その

中で、きょうは幾つかについて質問をしていきたいと思っております。 

 １、平成３０年度の予算編成の重点施策について。重点施策と取り組みについて伺います。 

 ２、消防分団の統合と分団詰所の建てかえ計画について。玉村町消防団は、現在１０分団から成り、

火災の予防、消火・救護などの活動に携わってきております。こうした日ごろからの消防活動の取り

組みや火災予防の浸透が進み、さらに燃えにくい建材を使った建物の増加などにより、住宅の火災が

減少傾向にあることは特筆すべきことであります。一方で、団員の７５％がサラリーマンであり、町

内にいないなどの理由から団員の確保が難しくなっている現状もあります。 

 そこで、分団の統合計画は、委員会をつくって検討したいという意向でありましたけれども、その

後委員会は立ち上がったのか。また、分団詰所の建てかえについても伺います。 

 ３、勤労者センターの敷地購入について。勤労者センターの敷地は、ＪＡ佐波伊勢崎から町が借り

ておりますが、平成３２年度に返還をしなくてはならず、そのときには世代交流多目的施設の新設を

という議論が何度もされてまいりました。役場周辺地区公共施設等高度利用計画は、庁舎周辺の利便

性や機能の強化、既存施設の課題解決などを目的に既存の施設や新設の方針について定めて、

２０１４年に策定されております。その中でふるハート交流館も老朽化しているために、これを壊し

て世代交流多目的施設へ統合する計画があったのではないかと思います。多目的施設は今年度基本構

想策定という予定だったと認識しております。しかし、ここに来て、センターの敷地を町が購入する

予定だということでありますが、ここに至った経緯、価格、面積などについて伺います。 

 ４、老朽化している町営住宅の早期建てかえを進めよ。玉村町の町営住宅で築５３年を経過してい

るのが八幡団地、布留坡団地、さらに４５年以上が経過して老朽化している福島団地、与六団地の計

４つの団地が現在募集を停止しております。募集は停止していても入居者が残っているため、いつ入

居者が退去するのか不明であり、建てかえが進まない現状が長く続いています。入居者に一時的にで

もほかへ移ってもらう代替を用意し、建てかえを進めるべきではないかと思いますが、なかなか進ま

ない建てかえ、町の方針を伺います。 
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 以上４点です。 

◇議長（髙橋茂樹君） 町長。 

              〔町長 角田紘二君登壇〕 

◇町長（角田紘二君） 平成３０年度の予算編成の重点施策についてのご質問にお答えいたします。 

 まず、重点施策と取り組みについて問うということでございますが、さきの議員さん方の質問でも

お答えしましたとおり、今後の財政運営に当たっては、選択と集中を基本に、聖域なく既存事務事業

の見直しと安定的な財源確保のための投資が必要と考えます。 

 来年度予算につきましては、魅力ある本町の特徴を生かした定住・移住促進や交流人口の増加、優

良企業誘致など、未来への投資につながる事業に重点を置くよう、予算編成方針において指示したと

ころでございます。 

 次に、消防分団の統合と分団詰所建てかえ計画についてお答えいたします。初めに、分団の統合計

画については、消防団本部や分団員、関係者の方々との意見交換を実施いたしましたが、意見の集約

が進んでいない現状です。今後も引き続き関係者に意見を伺いながら現状の課題を整理してまいりた

いと思います。 

 分団詰所の建てかえについては、第５次総合計画の基本計画において、主要事業の１つとして消防

施設の改修項目を掲げ、詰所等については、実施計画の中で築４０年を目安として更新することとな

っていますが、昨年策定しました「玉村町公共施設等総合管理計画」において、町の公共施設につい

ては、長寿命化により更新費用の縮減・平準化を図るとしております。今後の建てかえにつきまして

は、既存建物の状況や町の財政状況等も勘案し、総合的に判断したいと考えております。 

 次に、勤労者センター敷地購入についてのご質問にお答えいたします。勤労者センター敷地は、平

成１８年度にＪＡ佐波伊勢崎と締結した土地交換に係わる合意書にあるとおり、平成３２年度を目途

に勤労者センターを解体撤去後、ＪＡ佐波伊勢崎に返還することになっています。 

 しかしながら、勤労者センターの代替施設となる「世代交流多目的施設」の建設費はもとより、解

体費用も多額を要する見込みであることから、町の財政状況を鑑み、新施設の建設以外の方策につい

て検討してまいりました。 

 その結果、勤労者センターを継続して活用することが町にとって一番有利であると判断し、１０月

６日付で、町からＪＡ佐波伊勢崎に用地取得についての協議を申し入れました。 

 その後、ＪＡ佐波伊勢崎から１１月１日に協議を受け入れるとの回答をいただいたため、今後町と

しては、取得の方向で協議を進める考えであります。 

 土地を購入する場合には、今年度に概算の価格を見込み、平成３０年度予算に用地測量及び土地取

得にかかる費用を計上する予定です。 

 次に、老朽化している町営住宅の早期建てかえについてお答えいたします。まず、町営住宅の建築

年度については、八幡団地が昭和３８年度建設で最も長く５４年を経過し、続いて布留坡団地、福島



－110－ 

団地、与六団地の順になっております。現在の入居者は、八幡団地が２世帯、布留坡団地は３世帯、

福島団地で１１世帯、与六団地については２７世帯、４団地合計で４３世帯入居されております。 

 これらの団地は入居の募集を停止しており、退去後に取り壊し、除却している現状にございます。

連棟型については、全入居者の退去後に取り壊しを行います。 

 また、同団地入居者に対して、移動の意向について改めて調査を行いました。高齢のため移りたく

ない、今の場所に長く住んでいる、金銭や身体に不安がある等の理由により、新しい環境を求めない

方が多くいらっしゃいました。 

 現段階としては、３年のうちに移転も可能という回答者もおりましたので、現在個別改善工事の関

係で募集を中止している九街団地、上福島団地をご案内するなど移転を勧めており、移転の見込みが

立ち次第、建てかえを検討してまいります。 

 また、現在、町営住宅の申し込み待機者は２４名となっております。町営住宅の申し込みの際には、

申し込みの順番に加わっていただくとともに、県営住宅のご案内もいたしております。県営住宅は定

期募集と随時募集している団地がございますので、あわせてご案内いたしております。 

 建てかえについては、方針を含め、今年度に長寿命化計画を見直しているところでございますが、

老朽化住宅への入居状況や申し込み待機者の現状、また将来需要を踏まえ、方針の整理・検討を進め

てまいります。 

 優先する建てかえ場所の選定や対象団地の現入居者への対応も含め、３年以内を目安に調整を図り

たいと考えております。 

 以上です。 

◇議長（髙橋茂樹君） ７番備前島久仁子議員。 

              〔７番 備前島久仁子君発言〕 

◇７番（備前島久仁子君） 自席より２回目の質問をさせていただきます。 

 まず、平成３０年度の予算編成の重点施策についてでありますけれども、何人もの議員の方から経

常収支比率、高いということで、硬直化しているという質問をされております。この９７．８％とい

う経常収支比率で、一家の家計でいえば５０万円の収入家庭であったら４８万９，０００円が固定費

で、家のローンだとか、車のローンだとか、一般的には８０％が望ましいというふうには言われてお

りますけれども、非常にここが硬直化して、自由に使えるお金がないということで、ここが非常に問

題だということを指摘されておりますけれども、その中で先ほども歳入をふやすべきではないかとい

うことの質問もありました。ですが、経済状況や深刻な少子高齢化の進展で、なかなか大幅な人口増

加は見込めないのではないか、これは町の計画でもそのように述べております。 

 そして、この１０年間の町の歳出の傾向は、人件費や物件費は横ばいでありますけれども、扶助費

が２．５倍にふえております。非常に高くなっております。高齢化が進むために、この扶助費はさら

にふえ続けて、人口が減少すれば財政的な規模も縮小するために、この投資的な経費も抑えざるを得
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ないということももちろんではないかと思いますけれども、歳入もふやしながら、そして今まで随意

契約のようにずっと予算をつけてきた事業、そうしたものの見直し、また時代にそぐわなくなった事

業の見直し、こういうものも必要だと思いますけれども、その点はどのように考えておられますか。 

◇議長（髙橋茂樹君） 総務課長。 

              〔総務課長 萩原正人君発言〕 

◇総務課長（萩原正人君） 議員のおっしゃるとおり、事務事業の見直しにつきましては、聖域をつ

くらないで、一つ一つ検証しながら、効果、あるいは支出の適正、そういったものについて検討して

まいりたいと思います。 

◇議長（髙橋茂樹君） ７番備前島久仁子議員。 

              〔７番 備前島久仁子君発言〕 

◇７番（備前島久仁子君） 角田町長になってから幾つかの事業を廃止したと私も確認しております。

まず、斎田上之手線から続く通学路予定地の用地の買収なども、これも見直ししました。水田への無

人ヘリコプターによる農薬の散布事業なども廃止しておりました。それから、経常経費が削減になっ

ているかどうかの判断は難しいですけれども、民間への事業の委託もふえてきております。新規に考

えていた事業を統合する、代替をする、こういうことも検討されておりますけれども、常々財政の健

全化を訴えておられます町長ですけれども、健全化ということはどういうことでしょうか、町長に伺

います。 

◇議長（髙橋茂樹君） 町長。 

              〔町長 角田紘二君発言〕 

◇町長（角田紘二君） 財政の健全化というのは、やはり数字でもって判断する以外ないと思います

が、先ほど来問題としております経常収支比率で、この財政の硬直化ということの評価であろうと思

いますが、やはり経常収支比率とそれから財政調整基金の額といいますか、そのようなところが玉村

町では大変厳しい状況になってきているというのが、ここ１、２年の特徴だろうと思います。そのほ

かの数値に関しましては、いわゆる債務が少ないとか、あるいは将来の負担率も少ないということで

ありますけれども、現状ではその２点が財政の健全化という面からしますと、非常に心配な点である

と考えております。 

◇議長（髙橋茂樹君） ７番備前島久仁子議員。 

              〔７番 備前島久仁子君発言〕 

◇７番（備前島久仁子君） 目標とする数値が具体的にあるのでしょうか。例えば経常収支なら何％

に持っていく。また、財政調整基金も減ってきておりまして、貯金を取り崩しながら行っているとい

う状況でありますけれども、財政調整基金をこのくらいまでふやしたいとか、具体的なそういうもの

がある健全化でしょうか。 

◇議長（髙橋茂樹君） 総務課長。 
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              〔総務課長 萩原正人君発言〕 

◇総務課長（萩原正人君） 経常収支比率につきましては、９０％を超えると硬直化と言われていま

すので、目標としては９０％を切るというのが基本的な目標になると思います。財政調整基金につき

ましては、大体玉村の財政規模でいうと１割ということなので、１１億円、実際はそれ以上あるので

すけれども、やはり柔軟な財政運営をするためには、財政調整基金の積み上げも必要だというふうに

考えております。 

◇議長（髙橋茂樹君） ７番備前島久仁子議員。 

              〔７番 備前島久仁子君発言〕 

◇７番（備前島久仁子君） 確かに高齢化が進んでおりまして、さまざまな出費もふえていく、また

建物は建てたら、それで終わりではありません。改修費、補修費、さまざまなものが大変かかって、

それが重荷になっている玉村町ではないかなというふうに思っております。また、その中で先ほども

話がありました、将来的な財源を生み出したいという町長の答弁の中で、工業団地の誘致、そういう

ものもありますけれども、まだほかにも何かこういうものができるのではないかという施策があれば

お示しいただきたいと思います。 

◇議長（髙橋茂樹君） 総務課長。 

              〔総務課長 萩原正人君発言〕 

◇総務課長（萩原正人君） 基本的には、道の駅玉村宿の指定管理を行うに当たり、その協議の中で、

町の負担がゼロになるという、それ以上に今現在の売り上げが伸びれば、町への納付金という形の部

分も出てきますので、その辺の部分の町負担が少なくなる、この辺も１つの財政的な効果かなという

ふうに考えております。 

◇議長（髙橋茂樹君） ７番備前島久仁子議員。 

              〔７番 備前島久仁子君発言〕 

◇７番（備前島久仁子君） ぜひ将来的な財源を生み出すためには、さまざまな角度から各課長がト

ップセールスマンとなって、アイデアマンとなって、この町の魅力を発信して、そして何としても財

源を生み出すという形で、ふるさと納税ですとか、そういうものがすごく伸びている町もありますの

で、各方面からそれを検討して、それをトップセールスマンとして売り出していただきたいと思いま

す。経常収支比率を単に下げるだけであれば、やっていた事業をどんどん廃止すれば済むことではな

いかというふうに思いますけれども、住民のサービスを維持しながら、町を活性化していくためには

入ってくるものをふやす、出ていくものを見直す、そしてさらに元気な町にするために何か玉村町独

自のものを進めていくという、そういう必要があるかと思うのです。 

 その中で、私はふるさと納税なんかも、今はお肉でありますけれども、それ以外の何か施策をぜひ

とも検討していただきたいと思うのですけれども、そのふるさと納税によって多くの歳入をふやして

いるところもありますので、その検討を進めていただきたいと思うのですが、副町長にお伺いします。 
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◇議長（髙橋茂樹君） 副町長。 

              〔副町長 宮川清吾君発言〕 

◇副町長（宮川清吾君） お答えいたします。 

 ふるさと納税につきましては、かねてから町のお肉ということで、返礼品を用意しておりましたけ

れども、今年度に入っても、ちょっと細かいメニューは総務課長のほうから答えてもらいたいと思い

ますけれども、さまざまなメニューの検討をしておりまして、各業者さんのほうにお願いして、いい

よというふうに言ってもらったものもありますので、そういった努力を続けてまいりたいというふう

に考えております。 

◇議長（髙橋茂樹君） ７番備前島久仁子議員。 

              〔７番 備前島久仁子君発言〕 

◇７番（備前島久仁子君） ぜひ副町長にはトップセールスマンとなっていただいて、町をどんどん

ＰＲして、町のよさを訴えていただいて、町の歳入がふえるように取り組んでいただければと思って

おります。 

 ２つ目の消防分団の統合と分団詰所の建てかえ計画について伺います。本町の火災発生件数は伊勢

崎市管内でも最も低いというふうに聞いております。年間１０件程度ではないかというふうに思いま

すが、現実はどうでしょうか。 

◇議長（髙橋茂樹君） 生活環境安全課長。 

              〔生活環境安全課長 小林賢一君発言〕 

◇生活環境安全課長（小林賢一君） お答えいたします。 

 昨年の住宅の火災のほうが佐波伊勢崎で４５件ということですので、玉村は１０件以下だというふ

うに私のほうは把握しております。 

◇議長（髙橋茂樹君） ７番備前島久仁子議員。 

              〔７番 備前島久仁子君発言〕 

◇７番（備前島久仁子君） 大変火災が減ってきているということは承知しておりますけれども、こ

の火災が減ってきている原因ですね、それはどのようにお考えですか。 

◇議長（髙橋茂樹君） 生活環境安全課長。 

              〔生活環境安全課長 小林賢一君発言〕 

◇生活環境安全課長（小林賢一君） お答えいたします。 

 １つには、各家庭でオール電化というのですか、そちらのほうが進んだことや、あと燃えない外壁

を使った住宅とか、あと各家庭のふだんからの心がけとか、その辺のところで減っているのではない

かと思っております。 

◇議長（髙橋茂樹君） ７番備前島久仁子議員。 

              〔７番 備前島久仁子君発言〕 
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◇７番（備前島久仁子君） たばこを吸う人も減ってきておりますし、また火災予防の周知なども非

常に浸透してきているのではないかなということで、年間１０件以下ということで、すばらしい取り

組みだというふうに思われます。玉村町消防団、現在１０分団から成って１５５人の団員と１０台の

ポンプ車を備えて火災の予防や消火、救護などの活動を支えているわけでありますけれども、課題と

しましては、団員の確保が非常に難しいということと、年間１０件以下の火災になってきております

ので、分団の建てかえ計画ですね、そういうものも第５次総合計画の中では、その１０分団ある分団

が築４０年で建てかえるということになってきておりますけれども、平成２９年度で建てかえ予定が

第３分団がありまして、平成３０年度は第９分団、そして平成３１年度の建てかえは第５分団という

ことで、毎年建てかえる計画があるわけですね。その中で、これがなかなか進まない現状があるかと

思うのですけれども、その辺の検討はどのように具体的に進められておりますか。 

◇議長（髙橋茂樹君） 生活環境安全課長。 

              〔生活環境安全課長 小林賢一君発言〕 

◇生活環境安全課長（小林賢一君） 当町では第３分団の詰所、こちらが昭和５２年３月末に建設さ

れたということで、今年度でもう４０年目を迎えるということで、予定では４０年というのが目安で、

建てかえを予定しておったわけですが、たまたま１年ぐらい前になるのですが、平成２８年１２月に

第３分団地区の上之手と宇貫と八幡原の区長さんが、そのときは八幡原の区長さんは来れなかったの

ですけれども、一応お話をさせていただいて、各地区の意見を伺うということまではさせていただい

たのですが、まだ意見の集約までいっていないのが現状で、今そのようになっておりまして、今後も

各分団詰所は老朽化していきますが、先ほど町長の答弁にもありましたように、玉村町公共施設等総

合管理計画というのが、これがことしの３月ですかね、こちらのほうに制定されましたので、そちら

のほうの内容でいきますと、長寿命化による工事費用の縮減とか、平準化を図っていって検討してい

くというお話がありますので、私のほうは、そういうふうな見方をちょっとさせていただいておりま

す。 

◇議長（髙橋茂樹君） ７番備前島久仁子議員。 

              〔７番 備前島久仁子君発言〕 

◇７番（備前島久仁子君） 玉村町公共施設等総合管理計画にも、この分団詰所はもちろん入ってお

りまして、そして町は今後４０年間で公共施設の１５％を削減する目標があるわけですよね。そんな

中で第３分団に限っていえば、築４０年を経過して、何とかして早く建てかえしてもらえないかとい

う話もあちこちから参りますけれども、５年前ですか、浅見議員が大変細かく、この統合と詰所の建

てかえについて聞いております。その中で委員会をつくって、幾つにするのか、そして各小学校、５つ

ある小学校のところに１つずつではどうかとか、そういう話が具体的に示されて、それには委員会を

つくって検討していくという答弁でありましたけれども、この５年間たっても何らその方向性が見出

せないようでしたので、詰所の建てかえの時期も迫ってきておりますので、この質問をさせていただ
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いたわけでありますけれども、具体的にその本部と分団と、全体的に町の分団の数ですとか、そうい

うものについての計画、話し合いが実際に行われたのかどうか、行われるのかどうかということを伺

います。 

◇議長（髙橋茂樹君） 生活環境安全課長。 

              〔生活環境安全課長 小林賢一君発言〕 

◇生活環境安全課長（小林賢一君） そういう答弁があったということは、一応私のほうもお聞きし

ているのですけれども、この後、特に先ほど言ったように第３分団に限っては区長さんとお話しさせ

ていただいたのですけれども、例えば委員会をつくって説明会というか、意見の集約をするというと

ころまでは、実際はいっていないというところが現状でございます。 

◇議長（髙橋茂樹君） ７番備前島久仁子議員。 

              〔７番 備前島久仁子君発言〕 

◇７番（備前島久仁子君） 第３分団は駐車場もありませんので、敷地も非常に狭いわけであって、

それではどこにするかということも以前は区長さんから要望書なんかも出されたというふうには伺っ

ておりますけれども、何らその話し合いが進まないということでありますけれども、どうして進んで

いかないのでしょうか。 

◇議長（髙橋茂樹君） 生活環境安全課長。 

              〔生活環境安全課長 小林賢一君発言〕 

◇生活環境安全課長（小林賢一君） 平成２５年ですか、４年前にご質問されたときには、地元の区

長さん、３区長さんが要望書を出されて、この辺ではどうかという案が出ていたということを聞いて

おります。平成２８年１２月に上之手の区長さんと宇貫の区長さん、こちらのほうもそれぞれ案が出

まして、まだ３つの案みたいな形になってしまっているわけなのですけれども、それでまだ集約が進

んでいないということで、うちのほうは、そういう状況だというふうに認識しております。 

◇議長（髙橋茂樹君） ７番備前島久仁子議員。 

              〔７番 備前島久仁子君発言〕 

◇７番（備前島久仁子君） これは第３分団だけの問題ではなくて、町の全体の分団詰所、年々建て

かえの時期が迫っている分団詰所があるわけで、そういうものを幾つにしていくのか、これは統合す

るのかしないのか。今のところに建てるのか建てないのか、そういうものを総合的に、これは第３分

団だけの話ではなく、総合的にあらゆる角度から検討する必要があるのではないかと思いますが、町

長、どうでしょうか。 

◇議長（髙橋茂樹君） 町長。 

              〔町長 角田紘二君発言〕 

◇町長（角田紘二君） ただいま備前島議員がご指摘になりましたように、この面におきまして、な

かなか合意が得られていないということで、当初議会で答弁した、検討することがおくれておるとい
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うことではないかというふうに想像しておりますけれども、確かにほかの分団詰所に関しましても、

この老朽化してくるわけでありますし、またポンプ車等の設備に関しましても、この必要、また新し

くする必要性が出てくるということも認識しております。今の玉村町の消防機能は、火災件数は減少

してはおりますけれども、やはりなくてはならないものでありますが、どういうふうに町全体として、

これに対応していくのか、１０分団がそれぞれに詰所と、そして消防ポンプ車、同じようなポンプ車

を持つ必要があるのかどうかということも含めて、いろいろ研究させていただきたいというふうに思

っております。 

◇議長（髙橋茂樹君） ７番備前島久仁子議員。 

              〔７番 備前島久仁子君発言〕 

◇７番（備前島久仁子君） 消防団のポンプ車は、平成２９年度は第１０分団で、そして平成３０年

度は第２分団と、これもほぼ毎年入れかえなくてはならないような状態があります。このポンプ車の

２，０００万円ほどの経費がかかるということで、２，０００万円あると分団の建てかえはできるの

ではないかなというふうに思いますけれども、この町の全体的な１０分団の統合、例えば南小学校区

域でいえば、その第３分団と第４分団を１つにして、新しい用地のところに建てるのか、その計画が

ないと、第３分団だけ今の場所に建てるのかどうかという、そういうことも進まないわけであります

よね。 

 ですから、統合する計画を早く、統合するのかしないのか。また、今のところに建てるのか。そう

したことを早く計画をさまざまな角度から見て、委員会でも立ち上げて検討する必要を訴えたいと思

いますが、副町長、いかがですか。 

◇議長（髙橋茂樹君） 副町長。 

              〔副町長 宮川清吾君発言〕 

◇副町長（宮川清吾君） ただいま町長、担当課長が答弁したとおり、さまざまな事情があるわけで

ございますけれども、また１０分団というのは歴史的な経過ですとか、地理的な問題とか、いろいろ

あるかと思います。とはいえ、財政的な問題だけではなくて、やはり人の問題、消防団員の問題、非

常に大きな問題だというふうに認識しておりますので、町長が答弁したとおり、研究に値するという

ことで、今後勉強していきたいなというふうに考えております。 

◇議長（髙橋茂樹君） ７番備前島久仁子議員。 

              〔７番 備前島久仁子君発言〕 

◇７番（備前島久仁子君） ぜひ町全体的な統合計画ですね、それの早期の見直しをしていただいて、

そして次々と老朽化で建てかえ予定になっている分団詰所があるわけですので、その計画を進めてい

ただきたいと思っております。 

 町の公共施設のうちの築３０年以上経過した建物が、現在では３５％あるということで、施設がそ

のまま維持された場合には、１０年後には全体の７３％を超えて、２０年後には８５％ということで、
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建物の老朽化が今後非常に心配されるわけであり、またこれにかかる経費が莫大なものになっていく

ということで、この公共施設の維持と更新に今後４０年間では、年間平均２２億円が必要というふう

に推計されているわけでありますので、総合的な観点から、この計画も進めていただきたいと思いま

す。 

 次に、勤労者センターの敷地購入について伺います。この勤労者センター敷地を返還するというこ

とは、もう随分昔から言われておりまして、老朽化しているためにそれを返還し、そしてふるハート

ホールも非常に老朽化しておるので、その２つを統合して世代交流多目的施設を建設するということ

が、随分前から言われてきておりまして、皆さんにもそれを周知されております。 

 ここに群馬建設新聞という、ちょうど去年の１１月に出ている新聞でありますけれども、このよう

に大きな記事が載っておりまして、玉村町では多目的施設を計画するのだという、こんな大きな新聞

が出ております。ちょうど１年前であります。ですから、この多目的施設は、具体的にどこに何平米

で計画するのだということが、もう新聞にこういうふうに出ております。ということは、これは取材

を受けて、こういうふうに新聞記者が書いてあるものであって、町側の対応があったと思われるので

す。 

 ですから、これを見た方は、ここは多目的施設というものができるのだということで、ちょうど勤

労者センターの２倍ほどの床面積で建てると具体的に示しております。１年で随分この間、変わって

きておりまして、この多目的施設ではなくて、そのまま勤労者センターを使えるように、用地を買収

するようにＪＡと話し合いしているということでありますけれども、具体的にこういうものを出すと、

この１年間で随分方向転換をされているのではないかなというふうに思いますが、その辺はいかがで

しょうか、認識は。 

◇議長（髙橋茂樹君） 経営企画課長。 

              〔経営企画課長 山口隆之君発言〕 

◇経営企画課長（山口隆之君） 今おっしゃったように昨年の群馬建設新聞で記事が載ったというこ

とですけれども、今回この高度利用計画につきましては、平成２５年に策定されて、昨年のその時期

では、その計画がまだそのままということで、その後、平成２９年度に見直しということで、現在は

今おっしゃられるように１年で大分さま変わりしたねという話なのですけれども、実際にはその計画

の見直しを今年度当初に行いましたので、どうしても変化したということです。ですから、繰り返し

になりますけれども、昨年度の新聞記事が載った時点では、その計画が、そのまま現存していたとい

う状況でございます。 

◇議長（髙橋茂樹君） ７番備前島久仁子議員。 

              〔７番 備前島久仁子君発言〕 

◇７番（備前島久仁子君） その多目的施設の中に一緒に組み込むはずだった、そのふるハートホー

ル、これも非常に老朽化しておりますけれども、このふるハートホールはどのように考えていますか、
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今後は。 

◇議長（髙橋茂樹君） 経営企画課長。 

              〔経営企画課長 山口隆之君発言〕 

◇経営企画課長（山口隆之君） 当初は、見直した後も勤労者センターを解体して敷地を返還という

計画ですから、新しく施設を建てるか、もしくは既存の公共施設を活用するかという選択肢、既存の

公共施設を活用するということになりますと、今おっしゃったように老朽化していますけれども、ふ

るハートホールの活用も、どうしても考えないと、勤労者センターの３万人の利用者の受け皿が不足

するというふうに考えていましたので、ふるハートホールについても、またしばらくは活用したいと

いうふうに考えています。 

◇議長（髙橋茂樹君） ７番備前島久仁子議員。 

              〔７番 備前島久仁子君発言〕 

◇７番（備前島久仁子君） 確かにそうしたら、今の機能はそのままで、しばらく使えるわけであり

ますから、できるだけ町としても修繕したりしながら、あるものを、既存の施設を使っていって、で

きるだけ新しいものは建てない方向で検討されているのかなというふうには思いますが、古いものは

古くて、何としても古くなれば解体する費用もかかってくるわけで、結局はふるハートホールと勤労

者センターの施設を一緒にしたものを多目的施設としてつくっていくという感覚でおりましたので、

１つの勤労者センターはそのままで、かといってふるハートホールも古くなるしということもあるの

で、この辺はふるハートホールが本当に古くなったときには、そこを解体して、そこに同じようなも

のを建てるのか、そういうことだって今後はその検討も必要になってくると思うのです。 

 ですから、あるものをそのまま何とかして、だまし、だまし使っていくという方法もあるかと思う

のですけれども、それで果たして全てカバーできるかというと、またそういうこともないわけで、そ

ういう検討は、町の中のさまざまな高度利用計画がありますけれども、建物がありますので、このふ

るハートホールだけではありませんけれども、そういうことが町の大きな課題と今後なっていくので

はないかなというふうに思います。 

 それから、４番目の老朽化している町営住宅の早期建てかえの件でありますけれども、築５３年を

経過している八幡団地、布留坡団地、４５年以上経過して老朽化しております福島団地、与六団地、

募集は停止しておりますけれども、入居者が残っているということで、建てかえが進まない状況であ

ることは認識しております。 

 ただ、与六団地なども、私このたび選挙のときに与六団地も全部見て回りました。それで、下屋が

落ちていたり、５人のうち３人は撤去されているかなと思うようなところがあって、２人が撤去され

ているところは草が生え放題だったりして、大変荒れているような感じに見受けられました。ですか

ら、ここは８棟４７戸あるということですので、少し整理をされて、入っている方がぽつぽつ、ぽつ

ぽつと虫食い状態に入っているので、一旦その方をこちらの棟に集めて、そしてあいたところから建
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てかえていくという計画を立てていかない限り、これは先が見えないのではないでしょうか、建てか

えの計画、計画にならないのではないかと思うのですが、いかがでしょうか。 

◇議長（髙橋茂樹君） 都市建設課長。 

              〔都市建設課長 髙橋 茂君発言〕 

◇都市建設課長（髙橋 茂君） お答えします。 

 町営住宅に関しては、耐用年数を過ぎている箇所もかなりあります。平成２６年から補助事業を活

用して個別改善工事ということで、お風呂やトイレ、それからバリアフリーを入れて敷居を平らにし

たりとか、そういった補助事業を活用して、１年間に３、４戸の住宅改修を行ってきています。その

改修したところへ積極的に長く住まわれている八幡第二団地や福島団地の方、そういった方にどうで

しょうかというのは紹介しております。そういったところでできた、個別改善工事をして新しくなっ

たところ、九街団地と上福島団地にあるのですけれども、そちらについても今月内覧という形で、長

く住まわれている、移転してほしい方に紹介をしているところであります。昨日聞きましたら、３、

４件、部屋が見たいということで来ているそうです。職員が紹介して部屋を見ていただいて、積極的

に中を改修したところに移っていただくという形です。 

 八幡第二団地は、あと２人、２世帯住んでおられます。それから、２番に古い布留坡団地について

は３世帯住んでいるのですけれども、こちら役場のすぐ西ですけれども、高度利用計画のほうで役場

の駐車場として考えておりますので、移転後は更地にして駐車場を考えております。福島団地につい

ては、残り１１世帯の方が住まわれているわけですが、そういった福島団地の方にも積極的に移って

いただくということを考えているのですが、今年度そういった耐用年数を過ぎて入居停止している箇

所についてのアンケート調査を実施しました。 

 八幡団地、布留坡団地、福島団地の最初の入居者に対するアンケート調査では、移転の意思のある

方がまず４名ということで、２、３年のうちにはという方が１名とかいらっしゃいますので、こうい

った方を優先的に移転していただくと。建てかえに伴っての移転の場合には移転補償費ということで

引っ越し代も出ますので、そちらを誘導していくと。ただし、家賃については、前年度算定した形で

家賃が発生しますので、今の古い団地にいますよりも少し料金が上がってしまいます。ですけれども、

軽減措置として５年間かけて、１万円であれば１万５，０００円のところになってしまうのですけれ

ども、１，０００円ずつ上げるような形で、そういった補助というか、軽減措置も図られますので、

今後につきましては、積極的に個別改善工事したところに動いていただいて、早く八幡団地、または

福島団地の皆さんに移転していただいて、そこについて建てかえを行っていくということで、答弁書

にもありましたように３年をめどにということに考えております。 

 始めるスケジュールとしては、基本計画から入ることになります。基本計画では木造にするのか、

鉄筋コンクリートづくり２階建て、３階建てにするのかとか、そういったところを基本計画で定めて、

実施設計ではそれに対する設計、翌年工事ということで、２年はかかってしまうとは思うのですけれ
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ども、そういった形で進めていければいいなと思っています。ただ、八幡団地は敷地の面積が

１，６００平米ぐらいで、もともと８世帯しかありませんでしたので、余り大きな規模の団地はつく

れません。福島団地は５，０００平米を超えていますので、つくろうと思えば、かなり世帯が入れる

ようなところもつくれます。そういった建てかえも必要になります。ただ、建てかえ以外の辰巳団地

を初め上新田団地、上之手団地、上茂木団地等については、今は建てかえということではなくて、で

きる限り長寿命化を図るということで、その補助事業を活用した個別改善工事を進めていく考えであ

ります。 

◇議長（髙橋茂樹君） ７番備前島久仁子議員。 

              〔７番 備前島久仁子君発言〕 

◇７番（備前島久仁子君） 入居者が長く住んでいるということもあって、新しい環境を望まないと

いうことで、なかなか移転ですとか、ほかのところに移っていただくということが難しいという答弁

はありましたが、町営住宅はついの住みかではないのですよね。皆さんの税金でつくられているわけ

なので、ここをついの住みかとしてずっと住んでいる、また住んでいるから、なかなか建てかえがで

きないというのであれば、町の高度利用計画に沿っていないわけですよ。高度利用ができないと思い

ます。ですので、きちんとした計画を立てて、特に布留坡団地などは町の中の一等地、一番いい場所

でありますよね。高度利用計画の中に入っている部分でありますので、こうした計画をしっかり立て

て、高度利用できるように進めていただかなければならないと思います。このためにしっかりとした

交渉も必要であり、またいっとき違う町営住宅に移っていただき、その費用を町で持ってでも、そこ

を整備していくという必要があるのではないかなというふうに思います。 

 今度２３２戸の文化センターの周辺に住宅を建て、またいい環境で玉村町に移り住んでいただく方

を誘致するということで、町が進めているわけでありますよね。その役場の周辺に、やはりそうした

老朽化した町営住宅が建っているということでは、町の魅力も半減していくわけでありまして、きち

っとした計画を立てていただきたいというふうに思っております。 

 それで、与六団地、こういうところは一戸建てではないので、ここに住んでいる方、５軒あれば、

そのうちの２、３人が撤去しているという形で、残っている方がいるわけで、その残っているところ

も非常に荒れてきております。私、副町長に下屋など落ちているところもあって、非常に見た感じが

よくないので、ぜひ副町長、見てきてくださいよというふうに伝えたことがあると思いますが、副町

長、その後見ていただいたのでしょうか。 

◇議長（髙橋茂樹君） 副町長。 

              〔副町長 宮川清吾君発言〕 

◇副町長（宮川清吾君） 個人的なことになりますけれども、毎昼休みに町の中を歩いて回っており

ますので、議員からご指摘を受けたときにも、ざっと見ておったわけですけれども、その後もご指摘

の部分について見させてもらいまして、やはり改善の必要があるなというのは強く認識しております。 
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◇議長（髙橋茂樹君） ７番備前島久仁子議員。 

              〔７番 備前島久仁子君発言〕 

◇７番（備前島久仁子君） 与六団地に住んでいる方が、隣があくと、その草も私の腰のあたりまで、

９月に見たときには、本当にいないのが一目瞭然という形で、非常に悲惨な状態で、そこが残ってお

りました。これも早く整備をしないと、５軒のうち２人が残っている状況、３軒があいている状態で

草が生え放題、時々役場の方が来られて草の撤去をされていますよということでありましたけれども、

夏場はすぐ生えてまいります。また、下屋が落ちてきたり、とても住空間がすばらしいとは言えるよ

うな状態ではありませんので、何とかして建てかえられるような方法を入居者と話し合っていただく

のが一番かと思いますけれども、町長、しっかりその辺をやっていただけるようにもう一度お願いし

たいのですが。 

◇議長（髙橋茂樹君） 町長。 

              〔町長 角田紘二君発言〕 

◇町長（角田紘二君） 与六団地に関しましては、私も町長になる前に何度か見て、大体の想像はつ

くわけでありますけれども、現在住んでいる方の同意がなかなか得られないというようなことがあり

まして、担当課といたしましても、いろいろな方策を立てて当たっているわけでありますけれども、

なかなか同意なくして町の施策でそれをやるというのは難しい状況があるわけであります。 

 しかしながら、議員おっしゃるように、ついの住みかではありませんし、町の１つの住宅政策とし

てやっておるわけで、税金を使ってやっておるわけでありますので、今後とも全体的な町営住宅の運

営ということを考えて、いろいろ努力したいというふうに考えております。 

◇議長（髙橋茂樹君） ７番備前島久仁子議員。 

              〔７番 備前島久仁子君発言〕 

◇７番（備前島久仁子君） この町営住宅の建てかえについては、もう何年も前からいろいろな議員

からも随分意見があると思いますけれども、見ておりましても、なかなか一向に進まないのが現状で

はないかなというふうに思っておりますので、しっかりとした計画を立てて、そして入居者と相談し、

計画を立て、全く別のところに移っていただくということではなくて、同じ町内の町営住宅に、仮の

住まいとして移っていただく、そのようにしてでも建てかえを早期に進めていただきたいと思います。

質問を終わります。 

                                         

◇議長（髙橋茂樹君） 休憩いたします。午後１時３０分に再開いたします。 

   午後０時１７分休憩 

                                         

   午後１時３０分再開 

◇議長（髙橋茂樹君） 再開します。 
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◇議長（髙橋茂樹君） 次に、１１番宇津木治宣議員の発言を許します。 

              〔１１番 宇津木治宣君登壇〕 

◇１１番（宇津木治宣君） １１番宇津木治宣です。通告に従い一般質問を行います。 

 先日行われた町議会議員選挙では、誰でもが安心して暮らせる、働くことができる、結婚ができる、

子育てができる、医者にかかれる、老後が送れる、こういう町を目指して政策を掲げ、戦いました。

そういった意味で、町民の皆さんから多くの意見をいただいた。これらを反映し、一般質問につなげ

ていきたいと思います。 

 まず最初に、１２月は来年度予算の編成準備作業に入りつつある段階だと思います。平成３０年度

の予算編成と重点項目について、まずお伺いをいたします。町長は、就任以来２年が経過しようとし

ています。道の駅、文化センター周辺開発、勤労者センターなどの課題に追われているのではないで

しょうか。そして、町長選挙で掲げた財政健全化、人口減少克服など、こうした政策課題をどう今度

の予算に反映していくのか、まずお伺いをいたします。 

 ２つ目に、国民健康保険の広域化への準備状況についてお尋ねいたします。平成３０年から国民健

康保険の運営主体が県単位となり、市町村ごとの国民健康保険納付金を決定し、保険給付に必要な費

用を全額市町村に払うと聞いています。 

 平成３０年度からの導入を目前にして、県から国保納付金の試算が示されているか、お尋ねをいた

します。この質問を通告する段階では、まだ示されておりませんでした。その後はわかっていますが、

そのとおりで質問いたします。 

 また、国保運営協議会への諮問など、今後の国保財政についての展開をする準備が必要ではないか。

また、国保広域化による国保税の負担増はないのか。国保広域化は、自治体の役割である福祉の向上、

健康増進の自治体の最重要な機能が損なわれてしまう、手が抜かれてしまう危険性はないのか、お尋

ねをいたします。 

 ３点目に、住宅リフォーム補助金制度の再開をしてはどうか。先ほど来経常収支について話が出ま

したけれども、何としても活気あるまちづくりをするのには、それらの施策の展開が必要だと思いま

す。私は、住宅リフォーム補助金制度は、町民の生活環境の向上を図るとともに、町内の住宅関連産

業を中心とした地域経済活性化を促進するために平成２３年７月より緊急経済対策事業としてスター

トした制度ですが、平成２６年度で終了しています。当町においても、地域経済の活性化が必要です。

県内において２４自治体が、この制度を取り入れています。 

 前制度で利用が一巡した感じがあります。３年の間に新たな需要も生まれてきているのではないか

と思います。この際、住宅リフォーム補助金制度の再開をすべきではないかと提案をいたします。 

 ４番目に、勤労者センターの存続についてであります。町は、ＪＡに返還が予定されている勤労者

センターの受け皿として世代交流多目的施設を建設するとしていました。今までの議会答弁でも、そ
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のような答弁であったわけですが、このところの答弁では、財源難を理由に既存施設での代替を検討

できないかということになってきていました。 

 しかし、前議員の任期の最後の全員協議会で総務課長より、勤労者センターの敷地をＪＡに譲渡を

申し入れ、勤労者センターの継続利用を検討できないかＪＡと相談したいという提案があったわけで

あります。 

 しかし、役場周辺高度利用計画、さまざまな計画に基づいて一旦は世代交流多目的施設を建設する

という答弁を繰り返してきたわけですけれども、そういった状況の変化の中で、そのような転換をす

るのには、やはり一定の町民の理解が得られると同時に、議会に対しても丁寧な説明をすべきではな

いかと思います。 

 以上、第１回目の質問を終わります。 

◇議長（髙橋茂樹君） 町長。 

              〔町長 角田紘二君登壇〕 

◇町長（角田紘二君） 宇津木治宣議員の質問にお答えいたします。 

 平成３０年度の予算編成方針と重点項目について問うとのご質問にお答えいたします。これまでの

ご質問にもお答えしましたとおり、今後の財政運営に当たっては、選択と集中を基本に、聖域ない既

存事務事業の見直しと安定的な財源確保のための投資が必要と考えられます。 

 魅力ある本町の特徴を生かした定住・移住促進や交流人口の増加、優良企業誘致など、未来への投

資につながる事業に取り組んでいきたいと考えております。 

 次に、国保広域化への準備状況はについてお答えいたします。国民健康保険制度につきましては、

運営を安定化し、将来にわたり国民皆保険制度を堅持していくことができるよう、平成３０年度から

の広域化に向けた準備が進められているところでございます。 

 そこで、まず初めに、県から国保納付金の試算が示されているかとのご質問にお答えします。納付

金の仮算定結果につきましては、１１月１３日に開催されました群馬県国民健康保険連携会議におい

て示されました。 

 それによりますと、平成３０年度に玉村町が県に支払う納付金の額は１０億５，２３６万６８４円

と試算されております。 

 次に、国保運営協議会への諮問などを考慮すると、準備期間が必要ではないかとのご質問にお答え

します。議員ご指摘のとおり、来年４月の新制度スタートまで４カ月を切り、事務作業のスケジュー

ルもいよいよ大詰めを迎えております。複雑な制度内容となっておりますので、引き続ききめ細かな

情報提供と丁寧な説明に努めてまいります。 

 次に、国保広域化による国保税の負担増はないかとのご質問にお答えします。国保税率の見直しに

関しましては、県において納付金等の本算定が行われた後、２月ごろに開催予定の町国保運営協議会

への諮問に基づき、運営協議会の場において検討を行う予定となっております。 
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 次に、国保広域化は、自治体の役割である福祉の向上、健康増進の最重要な機能が損なわれる懸念

はないかとのご質問にお答えします。国保広域化後は、県が財政運営の責任を負うなど、国保運営の

中心的な役割を担うことになります。町がこれまで取り組んできました、特定健診や人間ドック助成

を初めとした保健事業につきましては、広域化後も引き続き各市町村の判断により事業を実施するこ

ととなっておりますので、今後とも国保加入者の皆様の疾病予防や健康づくりを推進するために、こ

れまでと変わらずきめ細やかな事業に取り組んでまいります。 

 次に、住宅リフォーム補助金制度の再開をすべきではのご質問にお答えします。ご質問のとおり、

平成２３年７月より国の緊急経済対策事業としてスタートし、平成２５年度で終了予定でございまし

たが、消費税が増税となったことを受け、平成２６年度まで延長しました。全体で１，４１７件あり、

工事費も約１２億８，０００万円、補助金の支出は約２億円となりました。４年間にわたり、大いに

活用していただいたものと思っているところでございます。 

 また、リフォーム補助金制度が終了となり、その直後から創業者融資に係る保証料補助及び利子補

給制度を設け、創業者に対する支援を行っているところでございます。 

 現在、年間数件のリフォームに関するお問い合わせがございますが、新たな需要があるとは認識し

ておりません。町としても地域経済の活性化は重要であることは認識しておりますが、今後、町民の

ニーズがさらに高まることや、そのときの財政状況を踏まえながら、制度再開に向けた検討ができれ

ばと考えております。 

 最後に、勤労者センターの存続についてお答えいたします。勤労者センターについては、用地の所

有者であるＪＡ佐波伊勢崎に返還することを前提に、平成２６年３月に策定した役場周辺地区公共施

設等高度利用計画に今後のあり方を位置づけております。 

 当初計画は、福祉機能も併設した世代交流多目的施設を建設し、同センターを廃止する計画となっ

ておりましたが、平成２９年４月の改定により、規模を縮小したふるハート交流館と勤労者センター

の複合施設として検討することになりました。 

 これまでの答弁につきましては、これらの経過に基づき答弁したものでございますが、平成２８年

度決算において、町の財政状況が一層厳しくなっていること、代替施設の建設はもとより既存建物の

取り壊しに多額の費用がかかること、さらに玉村町公共施設等総合管理計画において、将来の厳しい

維持管理経費の見通しが示されていることなどから、新たな施設の建設は難しいと判断し、勤労者セ

ンターを継続利用する方針に変更いたしました。 

 こうした方針変更により、１０月６日付でＪＡ佐波伊勢崎に用地取得の協議を申し入れ、１１月１日

に協議受け入れの回答をいただき、現在詳細について協議を開始したところでございます。 

 町の方針変更に伴い、利用者を初め関係の皆様には大変ご心配をおかけしておりますが、町の財政

状況のみならず、利用者の利便性等を含めて総合的に判断したものでございますので、ご理解賜りま

すようお願い申し上げます。 
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◇議長（髙橋茂樹君） １１番宇津木治宣議員。 

              〔１１番 宇津木治宣君発言〕 

◇１１番（宇津木治宣君） それでは、自席から続けて質問をさせていただきます。 

 まず、平成３０年度の予算編成方針と重点項目ですけれども、先ほど来前議員、さまざまな議員に

対して、この問題はるる回答をいただいているところでありますが、選択と集中ということで、経費

を節減する。そして、集中した投資を行っていくと、定住促進、交流、そして未来への投資というこ

とで打ち出しているわけですけれども、この具体的な施策について、どのような施策をお持ちなのか、

まずお示しをいただきたいと思います。 

◇議長（髙橋茂樹君） 町長。 

              〔町長 角田紘二君発言〕 

◇町長（角田紘二君） 現在予算に関しましては、各課ごとに今までの事務関係費用、あるいは内容

等を検討しておる最中でございますので、どういうものを今年度予算と違えて来年度対応できるのか

ということは、今後いろいろ報告、検討させていただくということでございます。さらに、集中、あ

るいは重点をどこに置くかということでありますが、やはり当初からお話ししておりますように定

住・移住人口の増加というような点から、今年度行っております東京圏、特に「ぐんまちゃん家」へ

の職員派遣、これをさらに続けることにより、現在進行中でありますけれども、いろいろな玉村町の

認知度を高め、そして「ぐんまちゃん家」での物産の販売等も含めまして、さらに玉村町のＰＲをし

ていきたい。 

 そして、今までにもなかなか出ておりませんでしたけれども、現地に行っております職員は、いろ

いろな企業を回って、玉村町のＰＲとともに東京圏の企業へのアプローチ、このようなことも同時に

やっておるわけでありますので、さらにそのようなことを進める中で、玉村町に来ていただく、ある

いは定住・移住につなげるような方向を図っていきたい。 

 一部サロン・ド・Ｇにおきましては、東京の自治体の幹部の方も見えておりますので、そのような

線からも東京の自治体で、この玉村町との、どのような希望、あるいは要望が受け入れられるかとい

うようなことも含めて、この定住・移住人口の増加という点で、施策ができるような形にしていきた

いというふうに思っております。 

 さらに、税収、あるいは今後の重点といたしましては、優良企業誘致、これに対して積極的に取り

組んでいきたいということであります。これは昨日、都市建設課長のほうから詳しく述べましたので、

今後の方向については繰り返しは避けますが、かなり時間がかかるものでありますし、一つ一つ手順

を追って進めないと、実現に届かないということでありますので、人口の増加、そして経済財政の安

定化という点に重点を置いた予算の取り組みをしていきたいというふうに考えております。 

◇議長（髙橋茂樹君） １１番宇津木治宣議員。 

              〔１１番 宇津木治宣君発言〕 
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◇１１番（宇津木治宣君） 先ほど来の一般質問の、さまざまな議員に対しての答弁の中でも経常収

支比率、財政の健全化ということが前面に出て、さまざまな投資について控え目というか、前向きで

ない、積極的でないとか、そんな印象をどうしても受けるわけですけれども、確かに玉村町の経常収

支比率は９７．８ですか、高いわけですけれども、町長は、この現在の経常収支比率の高い原因は何

だとお考えでしょうか。 

◇議長（髙橋茂樹君） 町長。 

              〔町長 角田紘二君発言〕 

◇町長（角田紘二君） 高い原因は、きのうもいろいろ出ましたけれども、経常収支比率だけではあ

りませんけれども、いわゆる財調の額の問題、それから経常収支比率が高くなっている時期を見ます

と、やはり道の駅の建設、そして文化センター周辺の住宅団地に取り組んでおるというようなことの

時期から財調も少なくなってきておりますし、この経常収支比率も上がってきておるということであ

りますので、新しい事業に取りかかることによって、いろいろな支出がふえてくるというのは、やは

り考えられるというふうに思っております。 

 先ほど来数字のみにこだわるなというようなご指摘もありますけれども、この支出をする上で、そ

れをカバーできるような収入が図れれば、健全的な支出でありますが、なかなかそれは現在の玉村町

の収入としては、なかなか期待に沿えないということであろうと思います。今後のことを申しますと、

やはり余計厳しくなるというように感じております。 

◇議長（髙橋茂樹君） １１番宇津木治宣議員。 

              〔１１番 宇津木治宣君発言〕 

◇１１番（宇津木治宣君） 町長がおっしゃるとおり、文化センター周辺開発の投資というのは、相

当な金額に上っているわけであります。そして、道の駅も画期的な大事業になったわけであります。

しかし、これは将来のための投資ということで、ある程度将来を見据えた投資ですから、今苦しくて

も必ずいい面が出るのではないかというふうに期待感を持っているところであります。 

 町長は、就任以来、私たちの一般質問に対して、道の駅や文化センター周辺について、選挙戦の中

では批判的な立場をとっておられました。私は、何を言っているのかなというふうに思いましたけれ

ども、その後の答弁の中で、まかれた種はしっかり収穫まで結びつけるというふうにお答えをいただ

きましたので、これはいろいろなことがわかっていらっしゃるのだなというふうに思っていたところ

であります。 

 そのように今は、そういうことで非常に厳しい状況でありますけれども、未来に向かっての投資と

いうことは、やはりある程度選択と集中の意味で研究し、考えていかなければならないのではないか

と思います。 

 その上で、今の玉村町の経常収支比率でなく、将来負担比率とか、実質公債費比率とか、そういう

数値についてはどのような印象をお持ちでしょうか。 
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◇議長（髙橋茂樹君） 総務課長。 

              〔総務課長 萩原正人君発言〕 

◇総務課長（萩原正人君） 細かい話については、私のほうで答えさせていただきます。 

 経常収支比率につきましては、平成２７年度は大分下がったのですけれども、その要因としては、

地方消費税交付金のほうが予想以上に上がったということと、それに伴う交付税も、それに連動して

下げられなくて、そのまま前年並みにいただいたということで、この部分で一気に平成２６年度から

比べて４ポイント下がりました。その反動という形ではないのでしょうけれども、平成２８年度につ

きましては、地方消費税交付金のほうが下がりまして、それに伴い、前年度を見越した交付税措置の

ほうで、そちらのほうも減額になりました。ですから、地方消費税につきましては、消費の変動によ

る交付税の減額、あるいは上がったり、下がったりという部分がつきまとうのかなと思っております。 

 国のほうでも、ちょっとその辺の変動が大き過ぎるという部分がありまして、５０％の人口割とい

う配分を今検討しているような話を聞きます。それはやはり余りにも変動が大きい部分で、地方財政

のほうに影響があるという、そういうことかなというふうに考えております。 

 玉村の財政につきましては、交付税とかの部分がありますけれども、起債のほうの比率につきまし

ては、県内でも低いほうになっております。ですから、そういった部分のバランスを考えて、今後バ

ランスのとれた財政運営というのも必要かなというふうに考えております。 

◇議長（髙橋茂樹君） １１番宇津木治宣議員。 

              〔１１番 宇津木治宣君発言〕 

◇１１番（宇津木治宣君） だんだん話しているうちに財政再建ということが、言葉だけでなく、や

はり玉村町の将来像を見通したお金の使い方というのをしっかり考えていく機会にしていかなければ

ならない。その中で未来への投資というのは大いに必要なことで、ところで消費税が今度１０％にな

りますが、そういった中では、地方消費税交付金や地方譲与税というのは、見通しというのはどんな

感じをお持ちですか。 

◇議長（髙橋茂樹君） 総務課長。 

              〔総務課長 萩原正人君発言〕 

◇総務課長（萩原正人君） それを見込んで、そちらのほうの交付金のほうがふえるというのは、も

う示されておりますが、そちらのほうの消費税の延期、そういった部分も含めて、まだちょっと変動

があるかなというふうに考えております。 

◇議長（髙橋茂樹君） １１番宇津木治宣議員。 

              〔１１番 宇津木治宣君発言〕 

◇１１番（宇津木治宣君） そのようなことで、来年度予算編成については、しっかり将来を見据え

た種まきを今度は町長にしていただきたいと。今はまいた種を育てて刈り取る番になっているわけで

すけれども、これからは種まきのほうにも気を向けていただきたいということを、まずお願いをして
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おきます。 

 そして、２番目の国保広域化への準備状況ですけれども、県から国民健康保険制度改革後の国の試

算についてという文書が先日全員協議会で渡されたわけでありますけれども、この中で玉村町の納付

金についての仮試算が、正式には１２月に本試算が出て、２月になって最終決定をするのだという話

の流れのようですけれども、この試算を受けて、どのような印象をお持ちでしょうか。 

◇議長（髙橋茂樹君） 住民課長。 

              〔住民課長 石関清貴君発言〕 

◇住民課長（石関清貴君） 先日の２７日の全員協議会で、県のほうから示されました平成３０年度

からの広域化に伴う納付金の試算結果という内容の資料を皆様のほうに説明をさせていただきました。

その中で示されたのが、先ほど町長からの答弁もありましたとおり１０億５，２３６万６８４円とい

う、これが納付金の試算の結果ということです。以前から多少資料というか、お話は聞いておったの

ですけれども、それとはほぼ同じような内容ということでありますので、さほど変化はないのかなと

いうふうには感じております。 

◇議長（髙橋茂樹君） １１番宇津木治宣議員。 

              〔１１番 宇津木治宣君発言〕 

◇１１番（宇津木治宣君） この表の見方なのですけれども、平成２９年度は決算が出ていないので、

比較は難しいと。平成３０年度の見込み額を平成２８年度の決算ベースで比較をしていくということ

で、そうしますと、おおむね資料が２つあって、平成２８年度ベースの９７％とか、９４％とか、２つ

の資料が出ているわけですけれども、いずれにしても平成２８年度ベースの納付、集めたお金より少

なくて済むということは、これは現実にそういうことなのでしょうか。 

◇議長（髙橋茂樹君） 住民課長。 

              〔住民課長 石関清貴君発言〕 

◇住民課長（石関清貴君） 県から今回示された、平成２８年度の県のほうで試算をした保険税必要

額につきましては１０億２，３７１万１，２００円という数字が出ております。これが県のほうで今

回試算した、平成２８年度ベースでの保険税必要額というふうになっております。 

 玉村町の平成２８年度の保険税の決算状況を見ますと、９億５，３５４万９４３円ということで、

金額的には若干玉村町の実績のほうが低いというふうにはなっておるのですけれども、県のほうで示

した試算のほうには、軽減の分とかが含まれておりませんので、この辺が計算の中に入っていないと

いうことでありますので、一概にここで、県で示されたものと平成２８年度の玉村町の決算の状況を

比較してどうかというのは、ちょっと判断できないという状況になります。 

◇議長（髙橋茂樹君） １１番宇津木治宣議員。 

              〔１１番 宇津木治宣君発言〕 

◇１１番（宇津木治宣君） それで、あわせて納付金の激変緩和措置についてということも資料が提
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出されているわけです。前年度より１００％を超えた自治体については、当面の間ですよ、国の予算

で激変緩和措置をし、１００％を超えないようにするということで示されているわけですけれども、

１３だから、半分でもないけれども、半分近くの自治体が、いわゆる激変緩和措置の、要するに大幅

に上げなければやっていけないという数字上の問題なのですけれども、幸いにも玉村町は激変緩和措

置の基準について、平成２８年度決算ベースに対し、９７．５％ということで、逆に言えば、今まで

法定外繰り入れ、一般会計からの法定外繰り入れ等、そういう措置を全く行ってこなかったというこ

とのあらわれでもないかと思うのですけれども、その辺に対して全県的な動向と我が町の状況につい

ての認識はどのようにお考えなのか、お尋ねいたします。 

◇議長（髙橋茂樹君） 住民課長。 

              〔住民課長 石関清貴君発言〕 

◇住民課長（石関清貴君） 宇津木議員ご指摘のとおり、玉村町については、県の試算結果では平成

３０年度の激変緩和措置の該当市町村には入っておりません。逆に平成３０年度の１人当たりの納付

金は下がるというような試算の結果になっております。それが９７．５％ということかなというふう

に思います。ということもありますし、それから平成２８年度の納付金の算定数値というのが、平成

２７年度から国保税のほうを改正させていただいて、若干引き上げさせていただいたということもあ

りますので、そういったこともあって、平成２８年度については、多少１人当たりの納付金の相当額

というのは上がっているのかなというふうに思います。 

 平成３０年度につきましては、加入者数が徐々に今減少しているところであります。それに伴って

納付される税金のほうも減ってくるということで、確かに人数も減って、それにあわせて保険税も減

るのですけれども、人数よりも保険税のほうが減る率が高いというふうに県のほうは試算をしている

のかなということで、１人当たりで計算すると、平成２８年度ベースよりも平成３０年度ベースの１人

当たりの納付税額のほうが下がるというような試算をしているのかなというふうに考えています。 

◇議長（髙橋茂樹君） １１番宇津木治宣議員。 

              〔１１番 宇津木治宣君発言〕 

◇１１番（宇津木治宣君） それで、私が一般質問の通告を出したときは、この資料が出ていません

ので、周辺の自治体の心配ぐあいから見ると、玉村町も増税ではかなわないななんて心配しておった

のですけれども、それほどの大変な事態は、どうやら避けられそうだということですけれども、平成

２７年度、そして平成２８年度、決算が確定している状況の中で、昨日の答弁でしたか、国保会計は

８，０００万円の、それぞれ繰越金をつくることができたのだと。こういう状況は、平成２９年度に

ついては、まだ半分ですから、見通しは立たないのですけれども、その辺の状況というのは、大幅な

変動は見られないということなのでしょうか。 

◇議長（髙橋茂樹君） 住民課長。 

              〔住民課長 石関清貴君発言〕 
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◇住民課長（石関清貴君） 申しわけありません。平成２８年度については、まだちょっと途中です

ので、内容については把握できていない。 

              〔「平成２９年」の声あり〕 

◇住民課長（石関清貴君） ごめんなさい。平成２９年度については、まだ年度途中でありますので、

内容については、ちょっと把握できていないという状況になっておりますけれども、申しわけござい

ませんが、状況についてはお伝えできない状況です。 

◇議長（髙橋茂樹君） １１番宇津木治宣議員。 

              〔１１番 宇津木治宣君発言〕 

◇１１番（宇津木治宣君） そこで、今度は玉村町の国民健康保険税の税率と県が示してきた国民健

康保険制度改革後の納付金等の試算ということで、これは多分人口割と必要金額で割り返してきた、

県が示した国民健康保険税のそれぞれの税率なのですけれども、ちなみに医療費区分では所得割、こ

れは３０万円、要するに所得税から基礎控除を引いた額の金額に対しての率ですけれども、所得割が

玉村町は現行６．２％、県が示した試算は６．５３％、資産割は県はゼロというか、これは加味して

いないのです。均等割は、玉村町が２万２，６００円、県の試算は２万６，３７３円、平等割は、こ

れは１世帯当たりですけれども、２万２，４００円、これが県の試算では１万９，２５０円という試

算が出ているわけですけれども、県のほう、これは国もそうなのでしょうけれども、どういうことで

やったのかどうかわかりませんけれども、資産割については、税率を加えていないのです。この県か

ら来ている納付金の、この強制力というのですか、参考基準というのは、全く今までの市町村独自の

考えで決めていくことになるということでよろしいのでしょうか。 

◇議長（髙橋茂樹君） 住民課長。 

              〔住民課長 石関清貴君発言〕 

◇住民課長（石関清貴君） お答えいたします。 

 今回の県が示した標準保険料率の試算結果につきましては、市町村が税率を決定する際の参考とい

うことで、県内統一の算定基準により市町村ごとの税率を算定したということになっておりますので、

各市町村の状況、例えば加入している方の所得水準ですとか、医療費水準ですとか、そういった状況

というのは一切加味せず一律の基準で算定しておりますので、あくまで参考ということで示されてお

ります。 

 先ほど宇津木議員おっしゃったとおり、玉村町には資産税割、医療分の資産税割というのを１５％

見ております。今回の県が示したものについては、医療分、後期高齢者支援分、それから介護納付金

分全て３方式で算定されております。玉村町の場合は、先ほどもお話ししましたように医療分につい

ては４方式、後期高齢の分については３方式、介護分についても３方式ということで、一部４方式を

とっております。 

 そういったことで、今現在も県内の市町村では４方式を取り入れているところも半分ぐらいあると
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思います。ですので、あくまで県が示したのは、３方式で最終的には標準化していきたいという考え

はあるものですから、それに基づいて一律の試算をした結果が、この数字ということでありますので、

あくまで参考と。この数値をもとに、先ほど話が出ております納付金の額を算定していると、その基

礎資料が、この標準保険料率になっているということになろうかと思います。 

◇議長（髙橋茂樹君） １１番宇津木治宣議員。 

              〔１１番 宇津木治宣君発言〕 

◇１１番（宇津木治宣君） 結局これは機械的な、それぞれの必要額をパーセンテージで振り分けた

結果、計算すると、何世帯だから幾らだと、こういうふうになっているわけで、市町村ごとによって

資産状況とか、加入者の所得状況というのは異なりますので、所得がないところは、また別なところ

でかけないと勘定が合わないからパーセンテージを上げる、上がらない、下げる、そういうこともあ

るわけですけれども、１つ気になるのは、市町村ごとの税率を決定するわけですけれども、県の試算

は、５０％、５０％のまるっきりの平準化なのです。 

 これは何を意味するかというと、要するに所得のある人にかかる分については応能、要するに力が

あるからと。資産税についても物を持っているからと、資産を持っているからということですけれど

も、均等割は１人幾ら、１世帯は１世帯幾ら、世帯主課税ですから、その人の子供がフリーターか何

かで国保になっているということも含めて、みなし世帯もありますから、どちらかというと、力があ

ろうがなかろうが、いわゆる割り勘という考えになっていくわけですけれども、その辺で今後の税率

を決定するに当たって、私は議員になりたてのときには、応能率が８割だったのです。応益が２割だ

ったのです。それが次から次へと改定する中で、５０％、５０％になるということの中で、当然１人

幾らが多ければ、うんと所得のある人は痛くもかゆくもないということになるでしょうけれども、小

学生も中学生も同じ何だというようなことで言いましたけれども、その辺についての、今後の税率決

定についての考えは、これから国保運営協議会に諮り、議会にも提案されるわけですけれども、どの

ような考えでおられるのか、お尋ねをします。 

◇議長（髙橋茂樹君） 住民課長。 

              〔住民課長 石関清貴君発言〕 

◇住民課長（石関清貴君） 国保広域化に伴いまして、県のほうはできる限り５０％、５０％に近づ

けるようにということで、試算をされております。今後の方針、方向からいきますと、そういった方

向に向いていくのかなというふうには思っております。ただし、税率の決定については、各市町村で

やるようにということになっておりますので、それぞれの市町村の考え方がありますので、それにつ

いては強制されるものではないというふうに思っております。 

 先ほどの宇津木議員ご指摘のとおり、税率については国保運営協議会のほうに町長が諮問して、そ

こから答申をいただいて、最終的には議会のほうで議決をもらって決定していくという流れになって

おりますので、今後この平成３０年度からの税率をどうするかということで、決めていくわけですけ
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れども、それについても国保運営協議会のほうの意見を聞きながら、最終的に変更していくと、改正

していくということであれば、議会のほうの議決をいただいて変えていくということになろうかと思

いますが、現段階では運営協議会のほうを先日１１月２２日に開かせていただきまして、運営協議会

の皆様には、議会に示した内容と同じものを説明させていただきました。本来ならば県のほうは、そ

こまで予定では入れておらなかったのですけれども、玉村町の場合には、あらかじめ運営協議会のほ

うに今回の資料を示して、考えていただく時間を設けまして、説明をさせていただきました。今後は、

来年になろうかと思いますけれども、２月中旬か、もしくは後半になってしまうかと思うのですが、

国保運営協議会を開いて、そちらのほうに町長から諮問していただいて、そこから答申をいただいて、

その後もし変えるということであれば、議会のほうに諮っていくという流れになろうかと思います。 

◇議長（髙橋茂樹君） １１番宇津木治宣議員。 

              〔１１番 宇津木治宣君発言〕 

◇１１番（宇津木治宣君） 引き続いて、国民健康保険証の交付の事務手続とか、交付のことですけ

れども、国保広域化が進んでも、保険証の管理というのですか、その交付については、今までどおり

市町村が責任を持って行うということでよろしいのですか。 

◇議長（髙橋茂樹君） 住民課長。 

              〔住民課長 石関清貴君発言〕 

◇住民課長（石関清貴君） ご指摘のとおり、国保の資格については、各市町村が責任を持って行う

ということになっておりますので、保険証の発行については、市町村のほうで、そのまま行うという

ことです。 

◇議長（髙橋茂樹君） １１番宇津木治宣議員。 

              〔１１番 宇津木治宣君発言〕 

◇１１番（宇津木治宣君） 国民健康保険税を滞納すると、１年以上とか、いろいろな決まりの中で

一定額、一定期間を滞納すると、要するに資格者証にかえなければならないということであるのです

けれども、結局お金がないから滞納がある。滞納があるから保険証がもらえない。お金がないと風邪

を引いても医者にかかれない。まさに命にかかわる事態も想定するわけですけれども、今まで滞納が

あっても相談に来れば、いわゆる短期被保険者証、６カ月ですけれども、そういうものを発行してい

た。それから、きめ細かな資格者証の管理、機械的なことはしない。資格者証世帯の子供たちにも、

これは子供は関係ないですから、短期被保険者証を出すということでやってきたわけですけれども、

この辺の流れについては、これからも変わりなくやっていくということでよろしいのでしょうか。 

◇議長（髙橋茂樹君） 住民課長。 

              〔住民課長 石関清貴君発言〕 

◇住民課長（石関清貴君） ご指摘のとおり資格者証についても短期被保険者証についても今までど

おりのやり方で市町村がやっていくということで、ご理解いただいていいと思います。 
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◇議長（髙橋茂樹君） １１番宇津木治宣議員。 

              〔１１番 宇津木治宣君発言〕 

◇１１番（宇津木治宣君） 国保については、よくわかりました。しっかりとした運営をお願いした

いと思います。あわせて医療費削減の努力を、玉村町は１３年間、国保税率の改定はしない、私ども

仲間の議員がいっぱいいるわけですけれども、上げたり下げたり、上げたり下げたりとか、いろいろ

な税率改定をしているところがあって、ところによっては、物すごい基金をため上げて、どんどんあ

れをやっているというようなこともあるし、正直言って玉村の場合は、基金ゼロでも何かあったら一

般会計から繰り入れる覚悟で国保運営をやっていくと、こういうことで進んできた結果、結果的に

１３年間税率改定をしないということで、それよりやはり医療費削減の努力を町全体でやっていくと、

こういう方向で来たわけですけれども、今後ともこの考えは変わらないのでしょうか。これは改めて

町長にお伺いしたいと思うのですけれども。 

◇議長（髙橋茂樹君） 町長。 

              〔町長 角田紘二君発言〕 

◇町長（角田紘二君） 国保の運営は、議員のおっしゃったように非常に難しいところがあると思い

ますので、将来にわたって今の税率でいくかどうかとか、なかなか難しいところはあると思います。

ただ、玉村町の人口構成を考えますと、２０２５年に向けて後期高齢者が非常にふえるということに

なっておりますので、どうしても医療費に関しましては、後期高齢者になりますと、医療費が高くな

るということであります。それに当たりまして、健康寿命を延ばしたり、あるいは筋トレをする等、

町で病気にならない、健康状態を長く保つ、介護状態にならないような方策もあわせて行っているわ

けでありますので、できるだけ今の状況を維持できるように全体を見てやっていきたいというふうに

思っております。そのような面からも、今までの保健事業も引き続き続けていきたいというふうに思

っております。 

◇議長（髙橋茂樹君） １１番宇津木治宣議員。 

              〔１１番 宇津木治宣君発言〕 

◇１１番（宇津木治宣君） しっかりとした国民皆保険制度を守っていくという立場で取り組んでい

ただきたいと思います。 

 次に、３点目の住宅リフォーム補助制度、かなりの成果があったわけです。そして、地方経済を活

性化させる１つの手段でもあります。前町長はやめるときに、もう行き渡ったから、このまま続けて

も先細りだから一旦やめるのだというか、お休みすると。いずれは再開をするというようなことで、

それならいいのではないかなというふうな漠然とした話だったのですけれども、これはお金がかかる

けれども、地域経済を活性化させる役割の認識も多くの自治体が持っているということで、伊勢崎市

なんかも続けてやっているようですけれども、この辺について、やはりどっちが先かというようなこ

とで、最近ちょっと気になるのですけれども、広幹道ができて、玉村町の経済が活気が沸いているか
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というと、何かそう細かい、中小自治体というのですか、何か苦境に瀕している部分というのも、や

はり見受けられるということで、この辺についても中小商店とか、いろいろ住宅関連も含めてですけ

れども、やはりしっかり経済情勢、地域の活性化について目配りをしていただきたいと思うのですが、

財政状況がありますので、今すぐ再開をということのわけにはいかないような答弁だったのですけれ

ども、そのあたり目配りをいただけるということで、とりあえずの答弁は町長、よろしいでしょうか。 

◇議長（髙橋茂樹君） 町長。 

              〔町長 角田紘二君発言〕 

◇町長（角田紘二君） 先ほど答弁でお話ししましたように、今のところ希望者も少ないということ

でありますので、制度再開に向けては、今後注意をしながら検討していきたいというふうに思ってお

ります。 

◇議長（髙橋茂樹君） １１番宇津木治宣議員。 

              〔１１番 宇津木治宣君発言〕 

◇１１番（宇津木治宣君） 次に、勤労者センターの受け皿の問題です。役場周辺の高度利用計画の

中で、多目的施設をつくるとか、さまざまな話があって、どうするのだ、どうするのだという議会で

の質問の中で、勤労者センターの受け皿として世代交流多目的施設をつくると。この議会答弁でも私

は何回も何回も質問したのですけれども、そういう答弁を繰り返して、議会広報でも載せましたし、

私の資料の玉村民報なんかにも載せて、こういうふうにやるのだよということで、それなら大丈夫だ

ねというというふうに安心をしておったわけですけれども、９月議会になって、文化センターや社会

体育館で代替ができないかというふうになって、あれよと思って、何かこれは財源難を理由に後退を

させるのかなと思いましたら、いや、ＪＡに敷地の譲渡を申し入れるということで、どうだろうかと

いうような話で、前議会の最後の全員協議会で総務課長のほうから説明がありました。正直言って、

私は、その選択は、今の段階ではベターな選択ではないかと思います。勤労者センターも、それなり

の修理もして長く使えるように今なっているわけですけれども、もし敷地の譲渡がかなうのであれば、

また一定のリフォームというか、修繕をする中で、あと１０年とか、２０年とか、もしかしたら耐用

年数が延びるかもしれないということになると思います。 

 そこで、そのいきさつについて、勤労者センターを解体するのに解体費が相当かかるという説明と、

この補助金の返還はないのですよね。この点についてどんなような、幾らということは、まだあれで

すけれども、どのような費用がかかる可能性があるのか。 

 それと、もう一つは、もしこの話がうまくまとまれば、要するに修繕とか何かで長寿命化に乗り出

す考えなのか、その点についてお尋ねいたします。 

◇議長（髙橋茂樹君） 総務課長。 

              〔総務課長 萩原正人君発言〕 

◇総務課長（萩原正人君） お答えします。 
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 経費につきまして、解体費として、これはアスベストが含まれているということで、ただ詳細な検

査をしないと、実際のアスベストの除去については、これが最高だということなので、これよりも下

がる可能性はありますけれども、今現在見積もりのほうをもらっているのが７，２００万円、解体費

がかかります。 

◇議長（髙橋茂樹君） １１番宇津木治宣議員。 

              〔１１番 宇津木治宣君発言〕 

◇１１番（宇津木治宣君） 将来長寿命化で敷地が取得できれば安心して修理もできるということに

なろうかと思うのですけれども、ＪＡとの協議の進行状況について、答えにくいところは答えなくて

も結構なのですけれども、私議員としては、何としても町民の利益のためにＪＡにしっかりお願いし

て、その交渉のテーブルにのって解決してもらいたいなと私議員個人としてはお願いしたいところな

のですけれども、答えられる範囲で結構ですから、交渉状況について、見通しをどのようにお持ちな

のか、お答えをいただきたいと思います。 

◇議長（髙橋茂樹君） 総務課長。 

              〔総務課長 萩原正人君発言〕 

◇総務課長（萩原正人君） 協議の申し入れをして、ＪＡのほうから協議を受けるということで、合

意をもらっていますので、今現在勤労者センターの敷地が１筆になっておりまして、どこで境界にす

るかとかという部分について、事務レベルの中で協議しております。それが決定すれば、ある程度の

面積、そういったものが出ますので、それに基づいて新年度予算のほうで鑑定料と区画のほうの調査

費のほうを計上して進めていきたいというふうに考えております。 

◇議長（髙橋茂樹君） １１番宇津木治宣議員。 

              〔１１番 宇津木治宣君発言〕 

◇１１番（宇津木治宣君） 切に話し合いがいい形で進むことを期待したいと思います。やはりＪＡ

に対しては、なぜ今ごろになってこんなことを言っているのだという部分もあると思うのですけれど

も、さまざまな曲折を経ましたけれども、やはり町民の利益を考えれば、その選択肢もあるかなとい

うふうに私は思っているところであります。ただ、ＪＡのほうも、なかなかいろいろそれぞれの立場

もあるでしょうし、関係もあるので、丁寧なやはり交渉をお願いしたいと思います。 

 以上で質問を終わります。 

                                         

◇議長（髙橋茂樹君） 休憩いたします。２時４５分に再開します。 

   午後２時２７分休憩 

                                         

   午後２時４５分再開 

◇議長（髙橋茂樹君） 再開します。 
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◇議長（髙橋茂樹君） 総務課長。 

              〔総務課長 萩原正人君発言〕 

◇総務課長（萩原正人君） 先ほどの宇津木議員の質問に対する補足説明をさせていただきます。 

 勤労者センターの長寿命化にかかる費用は幾らぐらいかというご質問があったと思いますけれども、

そちらについて、今現在勤労者センターのほうでは不都合が生じていませんので、それに対する見積

もりのほうはとっておりません。今後不都合が生じたり、そういった部分につきまして、その都度見

積もりをとりまして対応していきたいと思います。 

◇議長（髙橋茂樹君） 経済産業課長。 

              〔経済産業課長 大谷義久君発言〕 

◇経済産業課長（大谷義久君） 先ほどの補助金の返還があるのかどうかということに対して補足を

させていただきたいと思います。 

 今回方向としては、壊さない方向のような感じですので、もう既にその必要もないのかなとは思い

ますけれども、今まで解体を前提に進めてまいりましたので、経済産業省のほうにも照会をかけてあ

ります。その結果といたしましては、解体するに当たっても、もう既にかなりの年月が流れているこ

とと、社会情勢の変化といいますか、役割はもう十分終わっているというような形で、返還は生じな

いという回答をいただいておりました。 

 以上です。 

                                         

◇議長（髙橋茂樹君） 次に、２番新井賢次議員の発言を許します。 

              〔２番 新井賢次君登壇〕 

◇２番（新井賢次君） 議席番号２番新井賢次でございます。通告に従い、私にとって初めての一般

質問をさせていただきます。 

 まず、傍聴人の皆さんに御礼申し上げます。新井、大丈夫かなと、まあ行って、頑張って応援して

やるかと、そんな思いで駆けつけてくださったのだろうと思います。本当にありがとうございます。

今現在、私は免許取り立てで、初心者マークが、ここら辺についていると、そんな思いなのですが、

当面はスピード違反、あるいは駐車違反、ましてや居眠り運転等絶対しないで、一日も早くゴールド

免許がいただけるように精進したいと思います。 

 私は、ここ数年、幾つかの住民活動に参加してきました。いつも周りには玉村が大好き、でもこう

したらもっとよくなるよなと、そういうふうに考えている仲間がいっぱいいました。おかげさまで、

私も今、玉村が大好きです。そのために、これからもっといい町にするために何かできないだろうか

と、そう考えるようになりました。多くの仲間の代弁者としての役割も果たしながら、そんな思いを

込めて、今回の質問のテーマを選びました。 
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 それでは、本題に入りたいと思います。まず最初に、住民自治のまちづくりの推進についてお伺い

いたします。第５次玉村町総合計画の中で「協働によるまちづくりの推進」に関する主要事業として

６つの項目が挙げられています。私は、今回その中の３項目についてお伺いいたします。 

 まず１点目、活動拠点となる住民活動サポートセンターの実績とこれからの課題・期待についてお

伺いいたします。 

 ２点目、平成２４年度から実施している「協働によるまちづくり提案事業」において、現在までに

採用された提案事業の成果についてお伺いいたします。 

 ３点目、住民参加条例の検討及び住民活動促進条例の検討と、こう掲げられています。どこまで進

んでいるのでしょうか、お聞かせください。 

 次に、観光による地域振興についてお伺いいたします。１点目と同じように玉村町総合計画に掲げ

られている観光振興に向けた環境づくりについてお伺いいたします。 

 まず１点目、観光協会を初め観光づくり研究会などの組織化とありますが、現在までの進捗状況に

ついてお伺いいたします。 

 ２点目、地域資源の再評価と観光資源化、観光客受け入れ態勢の整備についてお伺いいたします。

その中の１点目、蔵や古民家の再生と活用、移住体験施設への改修等について。２点目、歴史的資源

の保存、活用、赤煉瓦倉庫、井田家酒造等についてお伺いします。３点目、空き家住宅等の有効活用、

農家レストラン、貸し農園等について。４点目、ボランティアガイドの育成について。以上の課題は、

玉村町まち・ひと・しごと創生総合戦略、また生涯活躍のまち構想等に掲げられており、地方への人

の流れをつくるという面でも大きな成果が期待されると思います。現状認識とこれからの進め方につ

いてお伺いいたします。 

 最後に、小冊子、まちをデザインする「ぐんまみらいカフェ＠玉村町」についてお伺いいたします。

この小冊子は、まちづくり玉村塾、ＮＰＯ法人ぐんまＣＳＯが主催し、群馬県立女子大学等の協力に

よって平成２９年、ことしの３月に発行されています。３回にわたって延べ７７名が参加、まちをデ

ザインするとの思いが、玉村町の未来図・家族サイズのまちとして報告されています。玉村町の新し

い未来像としてのヒントが詰まっていると思っています。今後の活用、協力について、町の考えをお

伺いいたします。 

 なお、最近、県議会として、本年度群馬県の魅力づくりを県政の重要課題として捉え、「ぐんまの

魅力づくりに関する特別委員会」を設置したとありました。今回の提案が、この「ぐんまみらいカフ

ェ＠玉村町」が、たまむらの魅力づくりプロジェクトチーム的に発展していけたらいいなと思って提

案します。設置についての考え方をお伺いしたいと思います。 

 以上で１回目の質問を終わります。 

◇議長（髙橋茂樹君） 町長。 

              〔町長 角田紘二君登壇〕 
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◇町長（角田紘二君） 新井賢次議員のご質問にお答えします。 

 まず、活動拠点となる住民活動サポートセンターの実績とこれからの課題・期待についてお答えい

たします。住民活動サポートセンターの実績といたしましては、昨年度末で登録団体は８５団体、個

人登録は４８名ということで、毎年増加しております。 

 課題といたしましては、大学や高校、企業との連携体制づくりの強化が必要と考えております。ま

た、期待といたしましては、ますます少子高齢化が進む地域で、住民活動の拠点としての役割は重要

と考えております。 

 次に、「協働によるまちづくり提案事業」の成果につきましては、平成２４年度からこの事業は実

施しております。今年度までに１５の提案事業がございました。中でも「水辺の森を愛する会」が平

成２４年度に提案事業として採択され、今年度まで継続して活発な活動を行っております。 

 春や冬の「野鳥観察会」や夏休みを利用した「ネーチャーゲームこどもの森まつり」、先日は「フ

ォレストウオーキング」を実施しております。 

 次に、「住民参加条例」、「住民活動促進条例」の検討につきましては、住民活動サポートセンタ

ーぱるが平成２２年５月に開設して以来、さまざまな住民団体や企業、学校、ＮＰＯ法人などとのか

け橋となり、活動を広げていることから、住民活動サポートセンターぱるの活動を通じて住民活動の

促進につなげてまいりたいと考えております。 

 そのために町といたしましても「玉村町自治基本条例の３条」に明記されています、「住民は、一

人一人がみずから考え、行動する中で、誰もがまちづくりに積極的に参加し、住民が主体となったま

ちづくりを進めます」の基本理念に基づき積極的に住民活動サポートセンターぱるの活動を支援して

まいります。 

 次に、観光協会を初め観光づくり研究会などの組織化の進捗状況についてのご質問にお答えします。

当町においては、現在観光協会はございません。第５次玉村町総合計画の後期基本計画において、平

成３２年度には組織化する目標を立てており、現在、調査研究を重ねております。しかしながら、当

町において、多くの観光客が訪れる観光資源の１つにたまむら花火大会がありますが、１日限定であ

ること、また道の駅玉村宿が通年で多くの人が訪れますが、終日滞在型の施設ではないこと、そして

宿泊施設がないなどの課題があることから、町の農産物や加工品などの特産品等も含め、組織化につ

いて研究していきたいと考えております。 

 次に、地域資源の再評価と観光資源化、観光客受け入れ態勢の整備についてお答えいたします。１の

蔵や古民家の再生と活用につきましては、玉村町まち・ひと・しごと創生総合戦略の中で、平成３１年

度を目標に進める計画となっております。つきましては、蔵や古民家の把握等を何らかの方法で行い

たいと考えております。 

 次に、２の歴史的資源の保存、活用につきましては、現在進められている第５次玉村町総合計画で

も、これからのまちづくりとして文化財・歴史資産・地域資源を生かした玉村町らしいまちづくりが
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うたわれているところです。 

 桐生信用金庫所有の赤煉瓦倉庫については、現在町が借用しており、実験的な活用としてですが、

イベントなどを開催しております。また、町のシンボル的存在である玉村八幡宮や江戸時代以降の主

屋や酒蔵が残る和泉屋を含んだこの周辺を歴史交流拠点として位置づけ、住民と来町者が集うコミュ

ニティー的な空間として再生を図ることが求められていると考えております。 

 一方で、これらの歴史的建造物が個人や法人の所有であることに加え、保存・活用するためには、

町の財政状況を考慮する必要があります。その上で長期的な視点で、一歩一歩ですが、歴史と文化を

醸し出す住みよいまちづくりに向け、住民と協働して取り組んでまいります。 

 ３の空き家住宅等の有効活用についてお答えいたします。現在、道の駅を中心に、観光による地域

振興が行われておりますが、資源や財源が限られている中、交流人口の増加及び定住促進を促すため

には町内にある利用されていない蔵や古民家、住宅などのいわゆる空き家を利活用することが地域資

源の掘り起こしの１つになると思われます。 

 今のところ、空き家の利活用につきましては、所有者や民間企業主導で行われておりますが、新井

議員の質問にもありました「誰もが暮らしやすいまちをつくる」ためには、町が積極的に空き家の利

活用について関与していく必要があるかと思います。そういったことから、今後の空き家の利活用に

つきましては、各種計画に示されている施策と整合性を図りながら、空き家対策計画を策定する中で

検討していく予定でございます。 

 ４のボランティアガイドの育成につきましては、今年度発足いたしました「ガイドたまむらの会」

は、協働によるまちづくり提案事業に採択され、現在、事業を進めております。 

 これまでに自主的な勉強会はもちろんのこと、元アナウンサーによる話し方セミナーを受けるなど、

スキルアップを図りつつ、多くのガイド依頼に応じています。玉村宿やお店、あるいは道の駅を案内

するなど商業施設の振興にもつながっています。 

 また、「秋休みこども玉村宿めぐり」を開催して子供向けにわかりやすいガイドを行うなど、自主

的な企画を行っております。 

 引き続き、歴史に限らず、道の駅やお祭りもガイドしていただき、観光はもちろんのこと、町に住

む人にとっては町の魅力の再発見につながるようなガイドの育成を町としても期待しているところで

あります。 

 次に、町をデザインする「ぐんまみらいカフェ＠玉村町」についてお答えいたします。新井議員ご

指摘のように、群馬県議会では今年度「ぐんまの魅力づくりに関する特別委員会」が設置されました。 

 玉村町議会にそういった委員会等を設置するかについては、議会での協議になるかと思います。 

 「たまむらの魅力づくり」につきましては、現在「玉村町版生涯活躍のまち推進事業」において玉

村町の魅力の発見、創造、発信について協議を進めており、今年度は東京銀座の「ぐんまちゃん家」

に職員を１名派遣し、町のＰＲを行っております。今後も玉村町の魅力づくりを積極的に推進してま
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いります。 

◇議長（髙橋茂樹君） ２番新井賢次議員。 

              〔２番 新井賢次君発言〕 

◇２番（新井賢次君） ありがとうございました。それでは、最初に通告の順を追って、また２回目

の質問を自席からお願いしたいと思います。 

 まず最初に、住民活動サポートセンターの充実ということについてご説明をいただきました。午前

中の中で三友議員から玉村町としての魅力、売り物として住民活動というか、協働によるまちづくり

についての作業がよそより進んでいるのではないかと、それが玉村の魅力になるのではないだろうか

というような発言がございました。 

 私もぱるのＯＢとして、ほかの地域の市町村の住民活動をやっている皆さんといろいろな交流をし

てきました。確かに皆さんから玉村っていいねと、随分いろいろやっているよねと、こんなお褒めの

言葉というか、励ましの言葉もいただいております。 

 その中で課題としてあるのは、先ほど現在ぱるの登録団体として登録しているのが、実は１１月４日

現在で９１団体あると、こう伺っています。ただ、その中で全部が活発に活動しているわけではあり

ません。どうしてもいろいろな問題があって、まだまだ休眠状態というか、登録だけはしたけれども、

実際に全然動いていない、そういう団体もあります。 

 問題としては、スタッフが現状事務局長と女性の補助の人が１人ということで、今までの質問も通

じて町長の答弁もいただきましたけれども、今ぱるが関与している部分というのが、すごく町の中で

大きなウエートを占めていると思います。そんな中で、今の人員だけで進めていくことについて相当

大変なのだろうと思います。その辺について、これからこんなことをしたらどうだろうとか、そんな

ことがありましたら、お伺いしたいと思います。 

◇議長（髙橋茂樹君） 経営企画課長。 

              〔経営企画課長 山口隆之君発言〕 

◇経営企画課長（山口隆之君） 新井議員さん指摘のとおり、ぱるの従業員というのでしょうか、職

員につきましては２名と。平成２８年度までは３名で構成されていたわけですけれども、ぱるが行っ

ております事業の大部分が町からの委託事業ということで実施しております。平成２８年度は、町か

らの委託事業が交流促進事業ということで、平成２８年度に実施された事業が１つありました。その

交流促進事業が１事業、平成２９年度は一部町が直営で行うという形になりましたので、その分の事

業がぱるのほうは減ったということで、人員につきましては２名になっています。 

 今後、先ほど議員さんおっしゃったように町の魅力の１つとして、この住民活動を充実というのを

挙げていきますので、そういった際には、当然ぱる抜きでは活動できないということになりますので、

その際には人員増についても、またある程度考慮していかなければならないかなと考えています。 

◇議長（髙橋茂樹君） ２番新井賢次議員。 
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              〔２番 新井賢次君発言〕 

◇２番（新井賢次君） ありがとうございます。私も身近にいたものですから、感じるのですが、先

ほどの石川議員からもお話があったとおり、要するに臨時職員というか、要するに非正規、正規とい

う問題もあるのだと思いますけれども、非常に忙しい仕事の内容を身近で見ていまして、大変だなと

こう思っているので、こんな話をしました。 

 例えば時間給で残業手当ももらえない、それから代休をとろうと思っても、土、日に出ることも大

変多いので、なかなか代休もとれないと。そういう厳しい状況の中で一生懸命頑張ってくれていると、

そのことについては、ぜひ理解していただきたいと、こういうふうに思っております。もちろん、ほ

かの臨時職員の皆さんだとか、みんな同じことですから、その部分だけということは当然難しいのだ

ろうとは思いますけれども、来年度の委託事業とか、そういう中で少しでも考えていただける要素が

あるのでしたら、ぜひお願いしたいと、こういうふうに思います。 

 それでは次に、協働によるまちづくりの提案事業についてお聞きします。先ほど町長から、特に効

果があったものとして水辺の森の話がありました。確かにかつては人も入れないようなところが、今、

玉村で一番自然というか、四季があるところかなと思います。町にとって、あのところが今は宝にな

っていると思います。そのきっかけが１つの提案事業だったということを思うと、提案事業の価値が

随分高いのではないかなと思います。 

 私のわかっている範囲では、平成２４年の１回目に今の水辺の森と同じにウエルカム交流会という

ことで、補助金をもらって、団塊の世代のみんなに集まってもらって、町の今後について、あるいは

ボランティア団体のみんなで交流すると、そういう催し物を企画したと記憶しています。その結果が、

今のぱるの主要な事業の１つであるぱる交流会、ことしも春行われたし、来年も春行われると、こう

聞いていますが、ぱる祭りにつながっているのだろうかなと思います。 

 それから、ことしの提案事業で採用されたガイドたまむらの会、これも先ほど町長からありました

が、当初計画した以上にみんなのメンバーが活躍しているかなと、こういうふうに思います。 

 後で観光協会についての話が出たのですが、よその市町村は、ほとんどがそういう町の案内とか、

そういうものは観光協会を窓口にして行っているというのが多いかと思います。せっかくできたガイ

ドたまむらの会ですから、将来的にはガイドたまむらの会が中心になって観光協会等の役割を、その

部分が果たせるようになったらどうかなと、こう思ったりします。その辺についても、今のぱるが、

どうしても頑張ってくれるのかなと、そんな状況も考えていますので、中心になる役割のための予算

みたいなものも考えていただければなと思います。それについてどうでしょうか。 

◇議長（髙橋茂樹君） 経営企画課長。 

              〔経営企画課長 山口隆之君発言〕 

◇経営企画課長（山口隆之君） 今お話に出ました、ガイドたまむらの会、平成２９年度、今年度提

案事業の、３事業のうちの１つということで活動をしていただいています。きのうも、あるいはきょ
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うも観光面ということで、町の魅力の１つとして観光面をＰＲしていきたいというような将来に向か

っての話もありますので、今現在ガイドたまむらの会の活動内容をちょっと聞いてみますと、八幡様

のガイドであったり、あるいは旧例幣使道の状況等をガイドしたりということで、言ってみれば観光

の一翼を担っているのかなという考えができます。 

 そういったことからいきますと、将来的に観光協会といったものを立ち上げようとしたときに、イ

コールではありませんけれども、ガイドたまむらの会の活動、こういったものを１つの核として観光

協会へ発展させていけるような、ある意味下地になるのかなというふうに考えています。 

◇議長（髙橋茂樹君） ２番新井賢次議員。 

              〔２番 新井賢次君発言〕 

◇２番（新井賢次君） ありがとうございます。先ほどから話しているように、この提案事業は非常

に貢献していると思います。それで、今年度も新しい広報で、また来年度も募集しているということ

を見ました。予算的に厳しい中で、引き続きこの提案事業についての予算確保、それはできているの

でしょうか。 

◇議長（髙橋茂樹君） 経営企画課長。 

              〔経営企画課長 山口隆之君発言〕 

◇経営企画課長（山口隆之君） この提案事業につきましては、平成２４年度から始まったわけです

けれども、当時１，０００万円を基金として基金創設しまして、その基金の取り崩しで毎年度事業を

行っております。提案事業につきましては、最大１事業３０万円、通常毎年３事業までという形で実

施をしております。年度によっては１事業であったり、２事業であったりという年もありますし、ま

た１事業当たり１０万円とか、２０万円とかという事業もありますので、必ずしも毎年度９０万円と

いうことではないのですけれども、その基金のほうから取り崩して事業を行っていると。現在５６０万

円ほど残高がありますので、例えば年間５０万円ずつ取り崩したとすれば、単純にあと１０年から

１１年は予算的な、財源的な裏づけはあるのかなというふうに考えています。 

◇議長（髙橋茂樹君） ２番新井賢次議員。 

              〔２番 新井賢次君発言〕 

◇２番（新井賢次君） それから、現在の予算は単年度ということになっていると思いますが、例え

ば提案された事業においては、継続して続けていくことで意味が深まる、そんな事業もこれから出て

くるかと思いますが、原則的に１回だけということで、２回以降、あるいは２年、３年続けることが

可能なのでしょうか。 

◇議長（髙橋茂樹君） 経営企画課長。 

              〔経営企画課長 山口隆之君発言〕 

◇経営企画課長（山口隆之君） この提案事業を実施する際は、その事業内容によっては、主管課も

一緒に登録するというような形になっています。ですから、例えば先ほど来出ています、水辺の森を
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愛する会ですと、事業内容によっては都市建設課が事業を主管しているものもありますので、そちら

のほうの事業に対しての補助金が交付になったりとか、あるいは今回ですと、ガイドたまむらの会、

そちらですと、生涯学習課が主管課ということになりますので、この提案事業は単年度なのですけれ

ども、今後そのガイドたまむらの会が行う事業について、補助事業等に該当するような事業というこ

とになれば、事業ごとに補助金等の対応も可能かというふうに考えております。 

◇議長（髙橋茂樹君） ２番新井賢次議員。 

              〔２番 新井賢次君発言〕 

◇２番（新井賢次君） ありがとうございます。 

 続きまして、住民参加条例、住民活動促進条例についてお伺いいたします。先ほど町長のほうから

平成１９年に玉村町自治基本条例が施行されているというお話がありました。その中で第３条で、ま

ちづくりの基本理念ということが掲げられているということで、その中に２つあったかと思いますが、

その１点目について説明いただきました。 

 ２点目に、こう書いてあります。まちづくりは、私たち住民、議会及び町がそれぞれの果たすべき

責任と役割を分担し、和をもって協働することを基本としますと、こうあります。これについて私が

考えていることは、要はさまざまな住民活動の中でみんな頑張っているわけですが、今言った、住民、

議会、町ということで、いろいろな催し物に、もちろん私たち議員はもちろんですが、町の職員の皆

さんも、ぜひ積極的に参加していただければなという思いです。 

 先日、消防署の、消防団の点検がありました。そのときに集まったメンバーの方で、消防団員の皆

さんの中で、ほとんど町の職員の皆さんが、随分その中でお顔を拝見しました。特に町は現在２３４人

でしたかね、職員の数が多分玉村町の中でいうと一番の大企業だろうと思います。なおかつ、平均年

齢も多分若いのだろうと思います。そんな状況を踏まえますと、みんながやっている住民活動につい

て、もちろんお忙しいことはわかっていますけれども、積極的に顔を出していただくということで、

我々住民にとっても本当に協働によるまちづくりに参加しているなという気持ちになるかと思います。 

 例えばことしになってからも東日本大震災の復興支援コンサート、あるいは文化センターで行われ

た芸能発表会だとか、芸術展だとか、そういうところに皆さんの顔を見ることがふえれば、協働の意

識が身をもって感じるかなと、私個人そう思っています。このことについて一言コメントいただけな

いでしょうか。 

◇議長（髙橋茂樹君） 総務課長。 

              〔総務課長 萩原正人君発言〕 

◇総務課長（萩原正人君） いろいろな団体さんの活動、そういったものについて情報を職員のほう

には随時流しております。なかなか強制というわけにもいかないものですから、そういった情報を流

して、職員の中で興味があれば、そちらのほうに参加してもらうという、そういう形で実施しており

ます。 
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◇議長（髙橋茂樹君） ２番新井賢次議員。 

              〔２番 新井賢次君発言〕 

◇２番（新井賢次君） 情報を流していただくとともに、できれば行ってよねと、このぐらい声をか

けていただければありがたいかなと思います。 

 では、続きまして、観光協会、観光づくり研究会についての組織化ということについてお伺いしま

す。確かに玉村町には宿泊施設があるわけではないので、従来ですと、いろいろなそういう旅館組合

だとか、そういうところがあるところが、協会をつくってということが多いようです。ですから、当

面観光協会をつくる、あるいは観光づくり研究会をつくるとかという必要は、そんなにないのかもし

れませんが、いずれにしても先ほど申したように、いろいろな町の案内をするときに窓口になってい

るケースが多いということで、将来的にはぜひ検討していただきたいと思います。 

 ちなみに現在、玉村町の観光入り込み客数について、ここ数年の数値等についてお伺いできればと

思います。 

◇議長（髙橋茂樹君） 経済産業課長。 

              〔経済産業課長 大谷義久君発言〕 

◇経済産業課長（大谷義久君） 観光入り込み客数についてのお答えをしたいと思います。 

 町の総合計画の後期計画というところを多分ごらんになっているかと思いますけれども、その中で

平成２２年度から平成２６年度までは、大体２６、２７万人ぐらいの数字で推移をしております。成

果指標と目標というところで、こちらは年度ではなくて年になっていまして、そちらで平成２７年の

現状が５８万人、それから平成３２年の目標が７０万人となっております。年と年度が違いますので、

ちょっとややこしいのですけれども、今平成２７年というのが、実際平成２７年度に置きかえますと、

５８万人ではなくて６６万人ぐらいになっております。３カ月足して３カ月引くわけですけれども、

その平成２７年に道の駅がオープンしたということで、ＰＯＳレジの通過者数を年間３４万人ぐらい

を足しているというようなことで、６６万人になっております。平成２８年度になりますと、７３万

人ぐらいになっております。平成３２年の目標が７０万人でありますけれども、もう既にそれを超え

ているというようなことと、今年度はまだ途中ではございますけれども、現状から推察しますと、

８０万人は超えるのではないかというような状況でございます。こちらにつきましては、玉村町の観

光資源であります八幡様ですとか、花火大会、そういったお祭り関係、それからゴルフ場の関係、そ

ういったことを全部積み上げて、前々から県のほうで集計をとっているデータでございます。これで

８０万人到達しますと、ここからは、それほどは急にふえるようなことはなく、安定していくのかな

というふうに思っております。 

 以上です。 

◇議長（髙橋茂樹君） ２番新井賢次議員。 

              〔２番 新井賢次君発言〕 
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◇２番（新井賢次君） ありがとうございました。 

 次に、観光資源の再評価と観光資源化についてお伺いします。まず、蔵や古民家の再生と活用とい

うことですが、移住体験施設への改修とございます。この移住体験施設、具体的にどんなことをイメ

ージしているのでしょうか。 

◇議長（髙橋茂樹君） 経営企画課長。 

              〔経営企画課長 山口隆之君発言〕 

◇経営企画課長（山口隆之君） きょうもいろいろな質問の中で移住・定住という言葉が時々出てき

ております。今現在、経営企画課のほうで協議しております、玉村町版生涯活躍のまち事業と。その

中にも１つ実施計画を今策定中ですけれども、その中に盛り込もうとしているのが、空き家なり、あ

るいは古民家なり、蔵等を活用した移住体験施設の改修、あるいはそれが総合戦略にも当然のってお

りますけれども、移住をしていただく際に、言ってみればお試しの移住をしてみたいと、移住体験を

してみたいと、そういうニーズも当然あるわけでして、そういった際に新築した家を提供するという

よりは、むしろそういった古民家であったりとか、蔵に住むというのは、ちょっとできないかもしれ

ませんけれども、そういったものに触れ合っていただくということを１つのプログラムの提供として

行えればというふうに考えています。 

◇議長（髙橋茂樹君） ２番新井賢次議員。 

              〔２番 新井賢次君発言〕 

◇２番（新井賢次君） その中で一般社団法人移住・交流推進機構のホームページ等への掲載と、こ

ういうような記載がございます。それについては、現状はどうなっているのでしょうか。 

◇議長（髙橋茂樹君） 経営企画課長。 

              〔経営企画課長 山口隆之君発言〕 

◇経営企画課長（山口隆之君） この移住・定住事業につきましては、玉村町だけが実施しているわ

けではなくて、全国的に各自治体が行っております。国において全国的な取りまとめ機関、それが今

議員のおっしゃった機構になります。略称で、いわゆるＪＯＩＮと言っておりますけれども、こちら

のほうが移住・定住の促進を全国的に行っていると。そちらのホームページに玉村町もこういう計画

をしていきますよ。あるいはそこが行います移住・定住のための事業の進め方であったりとか、そう

いったセミナー、そういったものにうちの町からも職員が都合がつけば参加して研修を受けると、そ

ういったことになっています。 

◇議長（髙橋茂樹君） ２番新井賢次議員。 

              〔２番 新井賢次君発言〕 

◇２番（新井賢次君） そうすると、ホームページに掲載したということは、既にできているのです

か。 

◇議長（髙橋茂樹君） 経営企画課長。 
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              〔経営企画課長 山口隆之君発言〕 

◇経営企画課長（山口隆之君） ホームページというのは、町のホームページではなくて、そのＪＯ

ＩＮのホームページということになります。 

◇議長（髙橋茂樹君） ２番新井賢次議員。 

              〔２番 新井賢次君発言〕 

◇２番（新井賢次君） ＪＯＩＮさんのホームページを見たときに、その中に地域おこし協力隊とい

うのが載っていました。同じ部分に載っていたので、私もこれについて興味があったのですが、こち

らも玉村町として何年か前から、たしか地域おこし協力隊を募集しているという状況だったと思いま

すが、現状はどうなっているのでしょうか。 

◇議長（髙橋茂樹君） 経営企画課長。 

              〔経営企画課長 山口隆之君発言〕 

◇経営企画課長（山口隆之君） ちょっと痛い質問なのですけれども、平成２８年度で隊員募集とい

うことで事業を進めまして、本来であれば、今年度、平成２９年度の４月から隊員が玉村町に存在す

るという予定でいたのですけれども、実際には平成２８年度で２名の方のオファーといいましょうか、

申請書といいましょうか、書類が上がってきて、いわゆる面接までいこうというところまでいったの

ですけれども、実際には３月の時点で２名の方に、言ってみれば振られたということで、４月以降、

実際には現在隊員はいません。募集を切りかえて、随時募集という形で、今年度もう１２月ですけれ

ども、やってきたのですけれども、現在のところ、いまだ隊員採用には至っておりません。ただ、今

ここへ来て、２名ほど先方から話が来ていまして、その辺今度は逃さないようにしっかりとつかまえ

たいと思っております。 

◇議長（髙橋茂樹君） ２番新井賢次議員。 

              〔２番 新井賢次君発言〕 

◇２番（新井賢次君） ほかの自治体で、新聞等によりますと、地域おこし協力隊の方が結構活躍さ

れていると、そういう情報を目にするものですから、ぜひ今度うまくいくようになればいいなと、こ

ういうふうに思います。 

 続きまして、歴史的資源の保存、活用についてお伺いいたします。先ほど町長からもお話がありま

したとおり、赤煉瓦倉庫、それから和泉屋さん、井田酒店についてお話がありましたが、玉村神社を

中心とした、今の３点セット、これは玉村をガイドするときに極めて大事な施設であろうと思います。

よそから玉村は日光例幣使道があるからいいよねと、こんな話を伺いますが、何年か前から町の様子

もすっかり変わって、本当に例幣使道としての面影が、だんだん、だんだん少なくなっているのでは

ないだろうかと、こう思います。それは玉村町にとって非常に残念なことだと思います。 

 それで、赤煉瓦倉庫について、玉村宿の方が中心になって実用活用使用でしたっけ、体験使用、実

験活用ですか、やっているという状況ですが、そういう施設について、とにかく使わないことには、



－147－ 

保存する目的がかなわないのだろうと思います。赤煉瓦倉庫も実際に私たちも仲間と一緒に展示会で

使ったことがあるのですが、内部にはれんががむき出しで、あそこに入っただけで何となく癒やされ

ると、そういう雰囲気があります。それから、井田さんの酒蔵も木造の太いはりや柱が露出になって

いる。床の土間も凹凸がいっぱいあるのですが、それでもあそこに入ると、何となくほっとすると、

居心地がいい空間です。 

 特に今の２点について、赤煉瓦倉庫に関しては、今回ことしだと思いますが、向かって東側に住宅

が新しく建てられました。今まで２メートル以上あった間口、入り口が、多分１メートルちょっとし

かないという状況になって、それを見たときには、本当に残念だと思いました。それから、井田さん

の酒蔵についても、西にあった林、樹木を全部伐採して、今シンボルである煙突が１個だけむき出し

になっているのが残っているという状況です。本当にこの煙突もまたなくなってしまうのではないか

なと、そんな思いで心配したりしております。もちろん、先ほど言ったように予算の問題、いろいろ

あるのだと思いますけれども、町長がおっしゃった、将来に向けての積極的な投資という意味でいう

と、ぜひ保存して残していただきたいという建物の何軒かの１つであろうと間違いなく思います。そ

れについて一言お聞かせください。 

◇議長（髙橋茂樹君） 町長。 

              〔町長 角田紘二君発言〕 

◇町長（角田紘二君） ただいまの赤煉瓦倉庫、あるいは和泉屋の酒蔵に関しまして、私も和泉屋さ

んの酒蔵の中に入ってみました。母屋のほうも見せていただきましたけれども、現在居住をしておら

れますし、酒蔵自体も余り居心地がいいとは感じませんでしたけれども、あれを当時の面影を残して、

どういうふうに活用するかというようなことも含めて、やはり保存する、残す価値は非常にあると思

いますし、一旦壊してしまうと、なかなか大変だろうと思います。 

 ただ、玉村町におきましては、樋越ですか、シンギドウと言いましたっけ…… 

              〔「嚮義堂」の声あり〕 

◇町長（角田紘二君） 嚮義堂ですね。嚮義堂も屋根が壊れて、雨漏りがするというような状況で、

すぐにでも何かしなければならないというような状況の歴史的な価値があるものがあります。そうい

うようなことで、そのほかもいろいろな古い家、住居等もございますので、どういうような形で残す

のか、あるいは移設するのか、その辺も含めて非常に悩むといいますか、形と費用を考えますと、研

究する必要があるというふうに感じております。 

 大変重要な問題でありますけれども、できることならば、外からの人たちにも、きちっとした形で、

このお店が見学できて、そしてそれが町の１つの観光という面からも役立つというような形で利用で

きれば非常に幸いかなというふうに考えておりますが、どういう形にするか、また担当課といろいろ

研究させていただきたいというふうに思っております。 

◇議長（髙橋茂樹君） ２番新井賢次議員。 
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              〔２番 新井賢次君発言〕 

◇２番（新井賢次君） 酒蔵について居心地はどうかなと、そういうふうにご意見をいただきました。

私もあそこで何回か参加した催し物の中で、４、５年前だと思いますけれども、シャンソンライブが

ありました。それから、一人ミュージカルもあそこでやりました。大体２００人ほどの皆さんが集ま

ってくれたのですが、そういう催し物にとっては非常にいい雰囲気で終わったかなと思っていますの

で、私その記憶が頭にはっきり入っていますので、すごく居心地のいいところだなと、そういうイメ

ージがありました。 

 それから、次に空き家の件なのですけれども、きょうも新聞に空き家を市町村が仲介するというよ

うなことで、新聞に出ておりました。この辺について、利用についてなのですが、先ほどから蔵や古

民家の話をしているのですけれども、私は空き家の中で、同じような形で使える施設があれば、お金

もかけないで有効な使い方ができるのかなと思います。 

 最近民泊という言葉がありますが、民泊までいかなくても、空き家の使えるものを家主さんなりと

調整した上で、町のたまり場的に使えないだろうかというふうに思っています。それについて現在の

空き家の状況と比較してどう思われるか、お聞きしたいと思います。 

◇議長（髙橋茂樹君） 都市建設課長。 

              〔都市建設課長 髙橋 茂君発言〕 

◇都市建設課長（髙橋 茂君） お答えします。 

 現在の空き家の状況なのですけれども、今年度町全域について、空き家に対する調査を行っていま

す。上水道の情報をもとに税務課の情報、課税がありますので、税務課の情報、それから各区長さん

にもお願いして情報提供してもらっています。その結果を見て、職員のほうで現地を見て、空き家と

判断して対応して数値、調査票にまとめたものが１０月いっぱいででき上がりましたので、今週の７日

の常任委員会と１２日の全員協議会で報告させていただきます。 

 空き家については、定義としまして、総務省と国交省で示した、１年間生活の実態がないこととい

うのがあります。それから、空家等対策の推進に関する特別措置法というのも平成２６年にできて、

平成２７年から施行されていますので、その法律に伴って全国で一斉に対策、計画等の策定、条例の

策定とか、そういったことに向けて動き出しているところでありますので、玉村町も来年に向けて計

画策定、条例の策定、それで特定空き家というものになりますと、固定資産税の控除、今は２００平

米まで６分の１、２００平米を超えるものについては３分の１の軽減措置が図られていますが、特定

空き家に指定されますと、そういったものが解除されてしまうと。ですから、税金が上がる前に壊し

てくださいというふうな、そういった計画を持っております。 

 先ほどから出ている活用については、さまざまな全国の活用事例がありますので、そういったとこ

ろを盛り込んで計画をつくっていきます。それから、総合戦略にある、この内容ですね、こういった

ものも優先してつくっていくような予定でおります。 
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◇議長（髙橋茂樹君） ２番新井賢次議員。 

              〔２番 新井賢次君発言〕 

◇２番（新井賢次君） ありがとうございました。 

 続いて、４番目のボランティアの育成については、先ほど来ガイドたまむらの会の件でいろいろお

話が出ておりますので、これからも積極的に応援していただけるということのようですから、次に進

みたいと思います。 

 最後に、小冊子、まちをデザインする「ぐんまみらいカフェ＠玉村町」についてお伺いします。こ

の催し物で、先ほど７７人の方が延べ参加しましたと、こういうふうにお話をしました。きょうこち

らの席におられる三友議員、それから生涯学習課長の小柴さんも参加されておりました。宮川副町長

も出席されたことがあると、こういうふうに伺っています。この中で、先ほど町長から、このぐんま

の魅力づくりに関する特別委員会、これは確かに県議会の中でできたのですが、私が先ほどお話しし

たのは、それを町議会でつくろうという提案ではございません。せっかくこれだけのいい提案があっ

たので、町の中で新しい玉村の魅力を探すためのプロジェクトチームみたいなものをつくったらどう

でしょうかと、こういう提案でございます。 

 この資料について、皆さんご存じかと思いますが、私これをどうしてもこのまま埋もらせないで、

ぜひ活用したいと、こう思ったのですが、そのまとめた部分について、ちょっと披露させていただい

て、皆さんにぜひ共鳴していただければありがたいなと思います。玉村町の未来図、家族サイズの町

と、こういう形でまとめられています。 

 玉村町は、子育てがしやすい、家族ぐるみでつき合える町になる。今さまざまな町で人口流出や核

家族化が進んでいます。多様な暮らし方が受け入れられる一方で、人と人とのつながりが希薄になり

つつあり、見て見ぬふりをする関係ができてしまっている場所もあるでしょう。しかし、玉村町には

周りにいる人をほっとかないという人とのかかわり方が残っています。 

 玉村町では、地元のおじさんが学生に「ニンジンできたから持っていきな」と声をかけてくれる姿

があるそうです。何かあったときにほっとかない人がいるってうれしいことですね。他人でも人の顔

が見えてくる、それが玉村町です。周囲をほっとかない人がいます。 

 私たちは、今まで以上に豊かに、よりよく暮らしていくために何が大切なのか、それは人と人との

距離感にあると私たちは考えます。遠過ぎず近過ぎない関係を育むこと、たとえ他人同士でも顔が見

えて挨拶ができて安心して暮らすことができる。玉村町が目指すのは、そんな家族サイズの町ですと

いうようなことがあって、すごくいいなと、こう思ったので、この提案をさせていただきました。 

 いろいろ玉村町を住みよくするというか、みんなが住んでよかったなと、あるいは好きだよねと、

こんな町にするためにお金をかけなくてもできることがあるのではないかというふうに考えます。こ

の中にも書いてあるのですが、挨拶をする町というのを１つ提案したいと思います。 

 私、時々田んぼの中を散歩したりするときに、小学生たちと会ったときに、小学生から「こんにち
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は」と声をかけられたりすると、それだけですごく気分が和らぎます。逆にこちらから難しそうな顔

をして歩いている人に対して、夕方暗い中でも「こんにちは」と言うと、向こうもどきっとしますけ

れども、「こんにちは」と、何となく明るい声で返事をしてくれます。私は、玉村の町中の一人一人

が挨拶する習慣をつけると、「こんにちは」だけでもいいと思います。知らない人に会っても「こん

にちは」ということで、みんなが本当にそんなことを思ったら、町としていい町だなと、住みよい町

だなと思えるようになると思います。 

 よそからいろいろな人に来ていただく、あるいは住んでいただくために、まず今住んでいる私たち

自身が、まず玉村町を好きになって、本当に住んでよかったなと、そういう町にならないと、よそか

ら来た人にももちろん魅力がないのだと思います。一番簡単にできることとして、ぜひみんなでお互

いに「こんにちは」、「こんにちは」と言いましょうよと、こんなことを提案して、私の一般質問と

させていただきます。失礼します。 

◇議長（髙橋茂樹君） 以上で一般質問を終了いたします。 

                      ◇                   

〇散  会 

◇議長（髙橋茂樹君） 以上をもちまして、本日の日程は全て終了いたしました。 

 これにて散会といたします。 

 なお、明日１２月６日水曜日は午前９時までに議場へご参集ください。 

 ご苦労さまでした。 

   午後３時４４分散会 

 

 


